
土 本 委 員 追 加 提 出 資 料４
つちもといいんついかていしゅつしりょう

障 がいのある人に対する 虐 待 防止立 法に向けた意見 書
しよう ひと たい ぎやくたいぼう し りつぽう む い けんしよ

２００８ 年 ８月２０ 日
ねん にち

日 本 弁 護士 連 合 会
に ほんべん ご し れんごうかい

第 １ 意 見 の 趣 旨
だい い けん しゆ し

１ 障 が い の あ る 人 に 対 す る 虐 待 は 、 社 会 生 活 に お け るい ろい ろな 場 面 で
しよう ひと たい ぎやく たい しや かい せい かつ ば めん

発 生 し なが らも 顕 在 化しな いものが 多 く、 深 刻 な事 態 に 至 っ ていることを踏
はつ せい けん ざい か おお しん こく じ たい いた ふ

まえ、 虐 待 を 防 止し、被 害 者 を 救 済 す る 法 制 度を可 及 的 速 やかに 制 定
ぎやく たい ぼう し ひ がい しや きゆう さい ほう せい ど か きゆう てき すみ せい てい

する 必 要 がある。
ひつよう

２ 前 項 の 法 律 には 次 の 内 容 を盛り込むべきである。
ぜんこう ほうりつ つぎ ないよう も こ

（１） 各 都 道 府 県 は、 障 がいのある 人 に 対 する 虐 待 問 題 を 専 門 に取り 扱
かく と どう ふ けん しよう ひと たい ぎやくたいもんだい せんもん と あつか

う 中 核 機 関 （ 救 済 機 関 ）を 設 置すること。
ちゆうかく き せき きゆうさい き かん せつ ち

（２） 広 く市 民 や 関 連 機 関 が 早 期に 虐 待 を 発 見 し、 中 核 機 関 に 通 報 でき
ひろ し みん かんれん き かん そう き ぎやくたい はつけん ちゆうかく き せき つうほう

る 制 度を 創 設 すること。
せい ど そうせつ

（３） 障 がいのある 人 と 日 常 的 に 関 わっている 教 育 機 関 、雇 用 主 などに
しよう ひと にち じよう てき かか きよう いく き かん こ ようぬし

虐 待 の 早 期 発 見 のための事故 報 告 義務を課すること。
ぎやくたい はじめ き はつけん じ こ ほうこく ぎ む か

（４） 国 及 び地 方 自治 体 は、 虐 待 の被 害 に遭った 障 がいのある 人 々 を 救
ぐにおよ ち ほう じ ち たい ぎやくたい ひ がい あ しよう ひとびと きゆう

出 し保護するための 制 度を 創 設 すること。
しゆつ ほ ご せい ど そうせつ

（ ５ ） 国 及 び 地 方 自 治 体 は 、 家 庭 内 介 助 者 を 支 援 す る た め の 制 度 を 創 設 す
ぐに およ ち ほう じ ち たい か てい ない かい じよ しや し えん せい ど そう せつ

ること。

（６） 国 及 び地 方 自治 体 は、 虐 待 の被 害 を受けた 障 がいのある 人 々 に 対 す
ぐにおよ ち ほう じ ち たい ぎやくたい ひ がい う しよう ひとびと たい

る 精 神 的 身 体 的 健 康 回 復 のための 対 策 を 講 じること。
せいしんまとしんたいてきけんこうかいふく たいさく こう

（７）国 及 び地 方 自治 体 は、 虐 待 予 防 のための 戦 略 を 構 築 するために、社 会
ぐにおよ ち ほう じ ち たい ぎやくたい よ ぼう せんりやく こうちく しやかい

において 虐 待 を生み出す 環 境 や 背 景 を 調 査し、また、 虐 待 を 防 止するた
ぎやくたい う だ かんきよう はいけい ちよう さ ぎやくたい ぼう し

めに 関 わるネットワークを 構 築 すること。
かか こうちく

第 ２ 意 見 の理 由
だい い けん り ゆう

１ 虐 待 防 止 法 制 定 の 必 要 性
ぎやくたいぼう し ほうせいてい ひつようせい

（１） 障 がいのある 人 に 対 する 虐 待 の 実 態
しよう ひと たい ぎやくたい じつたい

障 がいのある 人 に 対 する 虐 待 の事 例 は 近 時マスコミでも 多 く取り上げられ、
しよう ひと たい ぎやくたい じ れい きん じ おお と あ

刑 事 及 び 民 事の 裁 判 例 も多 数 存 在 している（ 別 冊 参 照 ）。
けい じ およ みん じ さいばんれい た すうそんざい べつさつさんしよう

障 がいのある 人 は、家 庭 、 学 校 、施 設 及 び 職 場などの 生 活 空 間 において、
しよう ひと か てい がつこう し せつおよ しよく ば せいかつくうかん

抑 圧 ・被 抑 圧 的 あるいは支 配 ・ 従 属 的 な 人 間 関 係 に置かれることが 多 く、
よくあつ ひ よくあつてき し はい じゆうぞくてき にんげんかんけい お おお

このような 構 造 が 障 がいのある 人 の自 立 を阻 害 し、 虐 待 を生み出す 要 因 と
こうぞう しよう ひと じ りつ そ がい ぎやくたい う だ よういん

なっている。

また、 障 がいのある 人 が 虐 待 を受けた場 合 、そもそも 虐 待 を受けたことの
しよう ひと ぎやくたい う ば あい ぎやくたい う

認 識 が な い 、 被 害 を 訴 え て い く こ と が 困 難 で あ る な ど の 被 虐 待 者 側 の 事
にん しき ひ がい うつた こん なん ひ ぎやく たい しや がわ じ



情 によ り、 ある いは、 虐 待 が 行 われる 空 間 の 密 室 性 や 閉 鎖 性 、 周 囲の
じよう ぎやく たい おこな くう かん みつ しつ せい へい さ せい しゆう い

無理 解 により 適 切 な 初 期 対 応 がなされないなどの 外 的 要 因 により、そもそも
む り かい てき せつ しよ き たいおう がいてき よう いん

被 害 が 顕 在 化しにくいという 特 徴 がある。
ひ がい けんざい か とくちよう

さらに、 虐 待 からの 救 済 の 手 段 がないばかりか、 救 済 に 際 しての 受 入 先
ぎやくたい きゆうさい しゆだん きゆうさい さい うけいれさき

を見つけるのが 極 めて 困 難 であるという事 情 や、 障 がいに 対 する 周 囲の無
み きわ こんなん じ じよう しよう たい しゆう い む

理 解 が 原 因 で 虐 待 行 為 に 対 す る 適 切 な 処 理 が な さ れ な い こ と に よ り 、 あ る
り かい げん いん ぎやく たい こう い たい てき せつ しよ り

い は 障 が い ゆ え に 被 害 が 深 刻 化 し 得 る と い う 事 情 、 社 会 制 度 の 欠 缺 か ら
しよう ひ がい しん こく か え じ じよう しや かい せい ど けん けつ

救 済 後の 環 境 調 整 が 困 難 な事 例 が 多 いという事 情 など、 虐 待 発 見 後
きゆう さい ご かん きよう ちよう せい こん なん じ れい おお じ じよう ぎやくたいはつけん ご

の 対 応 にも課 題 が 多 い。
たいおう か だい おお

したがって、 障 がいのある 人 に 対 する 虐 待 の 実 態 を踏まえた 法 律 の 制 定 に
しよう ひと たい ぎやくたい じつたい ふ ほうりつ せいてい

より、 虐 待 事 例 を 早 期に把 握 するとともに、 専 門 的 な 中 核 機 関 が 通 報 窓
ぎやくたい じ れい そう き は あく せんもんてき ちゆうかく き せき つうほうまど

口 となり、事 実 確 認 、保護、是 正 措置、被 害 回 復 、そしてネットワークを 活 用
ぐち じ じつかくにん ほ ご ぜ せい そ ち ひ がいかいふく かつよう

した 環 境 調 整 等 を 統 一 的 に 行 い、 虐 待 被 害 からの 実 質 的 な 救 済 を 図
かんきようちようせいとう とういつてき おこな ぎやくたい ひ がい じつしつてき きゆうさい はか

る 必 要 がある。
ひつよう

また、 上 記の 実 態 を踏まえ、各 生 活 分 野において 研 修 や指 導 内 容 を 充 実
じよう き じつたい ふ かくせいかつぶん や けんしゆう し どうないよう じゆうじつ

させるとともに、 障 がいのある 人 の自 立 を 促 し、 自 らを 守 ることができる
しよう ひと じ りつ うなが みずか まも

よう にす る ため の施 策 を 充 実 させ るな ど の 方 法 により、 虐 待 を予 防 するこ
し さく じゆう じつ ほう ほう ぎやく たい よ ぼう

とも 重 要 である。
じゆうよう

（２） 他 の 虐 待 法 制 との 関 係
ほか ぎやくたいほうせい かんけい

虐 待 に 関 す る 法 規 制 と し て 、 児 童 虐 待 防 止 法 が ２ ０ ０ ０ 年 に ､ 配 偶 者 か
ぎやく たい かん ほう き せい じ どう ぎやく たい ぼう し ほう ねん はい ぐう しや

らの 暴 力 の 防 止 及 び保護に 関 する 法 律 （以下 ｢ＤＶ 防 止 法 ｣という ｡）が２０
ぼう りよく ぼう し およ ほ ご かん ほう りつ い か ぼう し ほう

０１ 年 に ､また 高 齢 者 虐 待 の 防 止、 高 齢 者 の 養 護 者 に 対 する支 援 等 に 関 す
ねん こうれいしやぎやくたい ぼう し こうれいしや よう ご しや たい し えんとう かん

る 法 律 （ 以 下 ｢ 高 齢 者 虐 待 防 止 法 ｣と い う ｡） が ２ ０ ０ ５ 年 に 制 定 さ れ て い
ほう りつ い か こう れい しや ぎやく たい ぼう し ほう ねん せい てい

る。 同 法 は 、児 童 ､ 女 性 及 び 高 齢 者 が 虐 待 の 対 象 と なる 事 例 が 多 く保護
どう ほう じ どう じよ せい およ こう れい しや ぎやく たい たい しよう じ れい おお ほ ご

の 必 要 性 が 高 いことから 制 定 されたものであるが、児 童 ､ 女 性 及 び 高 齢 者 と
ひつようせい たか せいてい じ どう じよせいおよ こうれいしや

同 様 、その 脆 弱 性 ゆえに 障 がいのある 人 が 虐 待 の 対 象 となる 社 会 構 造
どうよう ぜいじやくせい しよう ひと ぎやくたい たいしよう しやかいこうぞう

が 存 在 し て お り 、 現 実 に 多 く の 障 が い の あ る 人 虐 待 事 例 が 存 在 す る こ と
そん ざい げん じつ おお しよう ひと ぎやく たい じ れい そん ざい

から、 障 がいのある 人 を 対 象 とした 障 がいのある 人 に 対 する 虐 待 を 防 止
しよう ひと たいしよう しよう ひと たい ぎやくたい ぼう し

する 法 律 の 制 定 は不可 欠 である。
ほうりつ せいてい ふ か けつ

高 齢 者 虐 待 防 止 法 附 則 ２ 条 に「２ 高 齢 者 以 外 の 者 であって 精 神 上 又
こうれいしやぎやくたいぼう し ほう ふ そく じよう こうれいしや い がい しや せいしんじようまた

は 身 体 上 の 理 由 に よ り 養 護 を 必 要 と す る も の に 対 す る 虐 待 の 防 止 等 の た
しん たい じよう り ゆう よう ご ひつ よう たい ぎやく たい ぼう し とう

めの 制 度 に つい ては 、 速 やか に 検 討 が 加 えら れ、その 結 果に 基 づいて 必 要 な
せい ど すみ けん とう くわ けつ か もと ひつ よう

措置が 講 ぜられるものとする。」と規 定 されていることからも､ 障 がいのある 人
そ ち こう き てい しよう ひと

に 対 する 虐 待 を 防 止する 法 律 を 制 定 する 必 要 性 は 強 い 社 会 的 要 請 に 基 づ
たい ぎやくたい ぼう し ほうりつ せいてい ひつようせい つよ しやかいてきようせい もと

くものであるといえるであろう ｡ ２００７ 年 ９月２２ 日 朝 日 新 聞 は、「 高 齢 者
ねん にちあさ ひ しんぶん こうれいしや

虐 待 １万２０００ 件 超 」という見出しで、 高 齢 者 虐 待 防 止 法 施 行 後の 初
ぎやくたい けんちよう み だ こうれいしやぎやくたいぼう し ほう し こう ご はじ

めての 厚 生 労 働 省 の 調 査 結 果を 明 らかにしている。 驚 くべき 結 果であり、
こうせいろうどうしよう ちよう さ けつ か あき おどろ けつ か



如何に 実 態 が 深 刻 であるかを 物 語 っている（その 中 で 特 に 多 いのは 認 知 症
い か じつたい しん こく もの がた なか とく おお にん ち しよう

高 齢 者 （ 障 がいのある 高 齢 者 ）であることに 注 目 すべきである）。
こうれいしや しよう こうれいしや ちゆうもく

しかし、 障 がいのある 人 に 対 する 虐 待 防 止 法 が 未 だ 存 在 しない日 本 におい
しよう ひと たい ぎやくたいぼう し ほう いま そんざい に ほん

て、このような 虐 待 に 関 する 公 的 調 査はなされてはいない。
ぎやくたい かん こうてきちよう さ

平 成 １９ 年 度 版 「 障 害 者 白 書 」によれば、わが 国 における 障 がいのある 人
へいせい ねん ど ばん しようがいしやはくしよ くに しよう ひと

の 人 数 は 、 身 体 に 障 が い の あ る 人 が ３ ５ １ ． ６ 万 人 （ 総 人 口 の ２ ． ８ パ ー
にん ずう しん たい しよう ひと ひと そう じん こう

セント）でありそのうち 在 宅 が３３２．７万 人 （ 同 じく２．７パーセント）、施
ざいたく ひと おな し

設 入 所 が１８．９万 人 （ 同 じく０．２パーセント）、知 的 に 障 がいのある 人
せつにゆうしよ ひと おな ち てき しよう ひと

が５４．７万 人（ 同 じく０．４パーセント）でありそのうち 在 宅 が４１．９万 人
ひと おな ざいたく ひと

（ 同 じく０．３パーセント）、施 設 入 所 が１２．８万 人 （ 同 じく０．１パーセ
おな し せつにゆうしよ ひと おな

ント）、 精 神 に 障 がいのある 人 が３０２．８万 人 （ 同 じく２．４パーセント）
せいしん しよう ひと ひと おな

でありそのうち 在 宅 が２６７．５万 人 （ 同 じく２．１パーセント）、施 設 入 所
ざいたく ひと おな し せつにゆうしよ

が３５．３万 人 （ 同 じく０．３パーセント）となっている。
ひと おな

また 、 従 業 員 ５ 人 規 模以 上 の事 業 所 にお いて 雇 用 さ れて いる 障 がいの
じゆう ぎよう いん ひと き ぼ い じよう じ ぎよう しよ こ よう しよう

ある 人 は、 身 体 に 障 がいのある 人 が３６．９万 人 （ 総 人 口 の０．２９パーセ
ひと しんたい しよう ひと ひと そうじんこう

ン ト ）、 知 的 に 障 が い の あ る 人 が １ １ ． ４ 万 人 （ 総 人 口 の ０ ． ０ ９ パ ー セ ン
ち てき しよう ひと ひと そう じん こう

ト）、 精 神 に 障 がいのある 人 が１．３万 人 （ 総 人 口 の０．００１パーセント）
せいしん しよう ひと ひと そうじんこう

とされている。

障 が い の あ る 人 に 対 す る 虐 待 は 、 既 に 虐 待 防 止 法 が 成 立 し て い る 児 童
しよう ひと たい ぎやく たい すで ぎやく たい ぼう し ほう せい りつ じ どう

虐 待 や 高 齢 者 虐 待 と 共 通 する部 分 も 多 いが、 前 記のとおり、 障 がいの
ぎやく たい こう れい しやぎやくたい きよう つう ぶ ぶん おお ぜん き しよう

あ る 人 の 虐 待 事 例 は 、 障 が い と そ れ に 対 す る 周 囲 の 無 理 解 に 起 因 し て そ
ひと ぎやく たい じ れい しよう たい しゆう い む り かい き いん

もそも被 害 が 顕 在 化しにくい、あるいは 救 済 が 困 難 であるという 特 徴 があ
ひ がい けん ざい か きゆう さい こん なん とく ちよう

り、 特 に個 別 の 法 律 を 作 って 十 全 な 防 止・ 対 策 を 整 備する 必 要 性 が 高 い。
とく こ べつ ほうりつ つく じゆうぜん ぼう し たいさく せい び ひつようせい たか

また、 障 がいのある 人 に 対 する 虐 待 の 特 徴 として、 従 前 の 法 律 が 想 定
しよう ひと たい ぎやくたい とくちよう じゆうぜん ほうりつ そうてい

する 典 型 的 な 虐 待 現 場である、家 庭 と施 設 以 外 にも多 数 の場が 存 在 する 点
てんけいてき ぎやくたいげん ば か てい し せつ い がい た すう ば そんざい てん

が挙げられる。 例 えば 上 記のとおり企 業 で 就 労 している 障 がいのある 人
あ たと じよう き き ぎよう しゆう ろう しよう ひと

は 多 数 存 在 し 、 ま た 企 業 に お い て 上 司 な ど か ら 虐 待 を 受 け る 事 件 が 多 く
た すう そん ざい き ぎよう じよう し ぎやく たい う じ けん おお

存 在 するにもかかわらず、これに 対 する 特 別 な 防 止 策 は 全 く 論 じられてこな
そんざい たい とくべつ ぼう し さく まつた ろん

かった。 他 に、 障 がいのある 人 が 虐 待 を受ける場として、 学 校 、 病 院 等
ほか しよう ひと ぎやく たい う ば がつ こう びよういん とう

の医 療 機 関 、 そし て 刑 事 拘 禁 施 設 を 挙げ るこ と がで きる （ これ らの場ごとの
い りよう き かん けい じ こう きん し せつ あ ば

虐 待 については 別 冊 を 参 照 されたい）。したがって、 障 がいのある 人 の 生
ぎやくたい べつさつ さんしよう しよう ひと せい

活 全 般 に 関 係 す る 虐 待 事 例 に 横 断 的 に 対 応 で き る 法 律 の 制 定 が 必 要 で
かつ ぜん ぱん かん けい ぎやく たい じ れい おう だん てき たい おう ほう りつ せい てい ひつ よう

ある。

（３） 障 がいのある 人 の 権 利 条 約 の 採 択
しよう ひと けん り じようやく さいたく

ところで、２００６ 年 １２月、第 ６１ 回 国 連 総 会 は、８ 回 に 及 んだ 特 別 委 員 会
ねん だい かいこくれんそうかい かい およ とくべつ い いんかい

の 最 終 報 告 を もとに 障 がいのある 人 の 権 利 条 約 （以下「 権 利 条 約 」と
さい しゆう ほう こく しよう ひと けん り じよう やく い か けん り じよう やく

いう。）を 採 択 し ､日 本 はこれを ､２００７ 年 ９月 ､ 署 名 した ｡ 同 条 約 は２００
さい たく に ほん ねん しよめい どうじようやく



８ 年 ５月３ 日 に 発 効 している。
ねん にち はつこう

権 利 条 約 第 １６ 条 は「 搾 取 、 暴 力 及 び 虐 待 からの自 由 」と 題 して、あ
けん り じようやくだい じよう さくしゆ ぼうりよくおよ ぎやくたい じ ゆう だい

ら ゆ る 形 態 の 搾 取 、 暴 力 及 び 虐 待 か ら 家 庭 の 内 外 で 障 が い の あ る 人 を
けい たい さく しゆ ぼう りよく およ ぎやく たい か てい ない がい しよう ひと

保 護 す る た め の す べ て の 適 切 な 立 法 上 、 行 政 上 、 社 会 上 、 教 育 上
ほ ご てき せつ りつ ぽう じよう ぎよう せい じよう しや かい じよう きよう いく じよう

その他の措置をとることを 締 約 国 に義務づけている。
た そ ち ていやくこく ぎ む

そのために、 同 条 は、 締 約 国 に 対 して、 障 がいのある 人 並 びにその家 族 及
どうじよう ていやくこく たい しよう ひとなら か ぞくおよ

び 介 助 者 に 対 する 適 切 な 援 助 及 び支 援 を 確 保することで、 適 切 な 防 止措置
かい じよ しや たい てき せつ えん じよ およ し えん かく ほ てき せつ ぼう し そ ち

（ 暴 力 や 虐 待 等 の 防 止、認 識 、報 告 方 法 に 関 する 情 報 や 教 育 の 提 供
ぼうりよく ぎやくたいとう ぼう し にんしき ほうこくほうほう かん じようほう きよういく ていきよう

を 含 む） を とる こと や、施 設 などを 独 立 の 当 局 がより 効 果 的 に 監 視する 事
ふく し せつ どく りつ とう きよく こう か てき かん し こと

を 確 保するよう 求 めている。
かく ほ もと

さらに、締 約 国 は、被 害 にあった場 合 の 身 体 的 、認 知 的 及 び 心 理 的 な 回 復 、
ていやくこく ひ がい ば あい しんたいてき にん ち てきおよ しん り てき かいふく

リハビリテーション 及 び 社 会 復 帰を 促 進 するためのすべての 適 切 な措置（保護
およ しやかいふつ き そくしん てきせつ そ ち ほ ご

サー ビス の 提 供 を 通 じ た もの を 含 む。） をと るものとされ、 搾 取 、 暴 力 及
てい きよう つう ふく さく しゆ ぼう りよく およ

び 虐 待 の事 例 が 発 見 され、 調 査され、かつ、 適 切 な場 合 には訴 追 されるこ
ぎやくたい じ れい はつけん ちよう さ てきせつ ば あい そ つい

とを 確 保するための 効 果 的 な 法 令 及 び 政 策 （ 女 性 及 び子どもに 焦 点 を合わ
かく ほ こう か てき ほうれいおよ せいさく じよせいおよ こ しようてん あ

せた 法 令 及 び 政 策 を 含 む。）を 定 めることが義務づけられている。
ほうれいおよ せいさく ふく さだ ぎ む

我が 国 の 現 状 とし て 虐 待 事 件 は 後を絶たない。 被 害 が 声 なき 者 に 集 中
わ くに げん じよう ぎやく たい じ けん ご た ひ がい こえ しや しゆう ちゆう

する 傾 向 が 強 いので、 多 くの事 件 は 立 証 もままならず 密 室 の事 件 として 闇
けい こう つよ おお じ けん りつ しよう みつ しつ じ けん やみ

か ら 闇 へ 葬 り 去 ら れ て い る の が 実 態 で あ る 。 虐 待 の 事 案 に つ い て は 司 法
やみ ほうむ さ じつ たい ぎやく たい じ あん し ほう

救 済 は 極 めて不 十 分 にしか機 能 せず、 行 政 による 監 督 も 同 様 である。
きゆうさい きわ ふ じゆうぶん き のう ぎようせい かんとく どうよう

日 本 政 府は、 既 に２００７ 年 に 権 利 条 約 に 署 名 して批 准 に向けての 準 備
に ほん せい ふ すで ねん けん り じよう やく しよ めい ひ じゆん む じゆん び

を 開 始しつつあるが、この 条 約 を 国 内 実 施するには、 条 約 が 要 請 する 上 記
かい し じようやく こくないじつ し じようやく ようせい じよう き

の 防 止 及 び 救 済 のための 適 切 な 手 段 を盛り込んだ 虐 待 防 止 法 の 制 定 が 必
ぼう し およ きゆうさい てきせつ しゆだん も こ ぎやくたいぼう し ほう せいてい ひつ

要 不可 欠 である。
よう ふ か けつ

（４） 諸 外 国 の 虐 待 防 止 法 について
しよがいこく ぎやくたいぼう し ほう

諸 外 国 に お け る 虐 待 防 止 法 制 は 以 下 に 述 べ る と お り で あ る 。 虐 待 防 止 法
しよ がい こく ぎやく たい ぼう し ほう い か の ぎやく たい ぼう し ほう

制 定 の 必 要 性 が 強 く 裏 付けられるとともに、我が 国 の 虐 待 防 止 法 に規 定 す
せいてい ひつようせい つよ うら づ わ くに ぎやくたいぼう し ほう き てい

る 内 容 について 大 いに 参 考 にすべきである。
ないよう おお さんこう

ア アメリカ

アメリカでは、 各 州 が 障 がいのある 成 人 と 高 齢 者 の 虐 待 防 止と 虐 待 通
かくしゆう しよう せいじん こうれいしや ぎやくたいぼう し ぎやくたいつう

報 及 び 虐 待 発 生 の 確 認 のための 調 査システムの 開 発 と 運 営 を 目 的 とした
ほうおよ ぎやくたいはつせい かくにん ちよう さ かいはつ うんえい もくてき

「 成 人 保護サー ビス 法 」（ Adult Protective Service-APS 法 ）を 設 けている。
せい じん ほ ご ほう ほう もう

そして、この場 合 の 虐 待 は、家 庭 内 の 虐 待 と施 設 内 虐 待 の 両 方 をカバ
ば あい ぎやく たい か てい ない ぎやくたい し せつないぎやくたい りようほう

ーしているものも 多 い。 各 州 により仕組みは 異 なるが、ほとんどの 州 の 法 律
おお かくしゆう し く こと しゆう ほうりつ

が、「 通 報 者 」「 通 報 すべき 虐 待 」「 通 報 受 理施 設 」「 通 報 の 方 法 とタイミ
つう ほうしや つうほう ぎやくたい つう ほう じゆ り し せつ つう ほう ほう ほう

ン グ 」「 通 報 者 や 調 査 官 の 罰 の 免 除 」「 虐 待 容 疑 ケ ー ス の 調 査 方 法 」
つう ほう しや ちよう さ かん ばつ めん じよ ぎやく たい よう ぎ ちよう さ ほう ほう

「 緊 急 避 難 サービス」「秘 密 保持に 関 する 条 件 」などを規 定 しており、「 成
きんきゆう ひ なん ひ みつ ほ じ かん じようけん き てい せい



人 保護サービス機 関 」（ＡＰＳ）が 管 轄 している。
じん ほ ご き かん かんかつ

通 報 制 度 に つ い て は 、 身 元 の 秘 匿 や 守 秘 義 務 違 反 の 免 除 等 の 通 報 者 を 保 護
つう ほう せい ど み もと ひ とく しゆ ひ ぎ む い はん めん じよ とう つう ほう しや ほ ご

する規 定 が置かれている場 合 が 多 く、それにより、 通 報 が 数 多 く寄せられ、そ
き てい お ば あい おお つうほう かずおお よ

のうちの７ 割 に 実 際 に 虐 待 が 確 認 された 州 もある。
わり じつさい ぎやくたい かくにん しゆう

アメリカの 全 土に、 上 記ＡＰＳ機 関 、または 成 人 保護サービスを 提 供 する、
ぜん ど じよう き き かん せいじん ほ ご ていきよう

あるいは 調 整 するプログラムが 存 在 し、そこまでのケースマネジメント・ホー
ちようせい そんざい

ムヘルプのようなサービスのほか、 権 利 擁 護や 裁 判 等 の 援 助 等 の 法 的 サービ
けん り よう ご さいばん とう えんじよ とう ほうてき

スや危機 介 入 の手 助 けが 用 意されている。なお、 虐 待 を受けている 者 は 裁
き き かい にゆう て だす よう い ぎやく たい う しや さい

判 所 に 対 して、 接 近 禁 止 命 令 及 び 退 去 命 令 のほか、自 身 や家 族 及 び 虐 待
ばんしよ たい せつきんきん し めいれいおよ たいきよめいれい じ しん か ぞくおよ ぎやくたい

者 に 対 する 職 業 的 カウンセリングを 求 めることができる。また、警 察 官 に 対
しや たい しよくぎようてき もと けいさつかん たい

して、医 療 的 治 療 が 必 要 な場 合 は、最寄りの医 療 機 関 等 に 運 ぶよう 要 請
い りようてき ち りよう ひつよう ば あい も よ い りよう き かんとう はこ ようせい

する 権 利を 有 し、 身 体 的 安 全 のために 必 要 であれば、 安 全 が 確 保されるまで
けん り ゆう しんたいてきあんぜん ひつよう あんぜん かく ほ

その場にとどまるよう 要 請 することができる。
ば ようせい

また、ＡＰＳ機 関 は、被 虐 待 者 の 求 めに 応 じて、もしくは 同 意のもとに保護
き かん ひ ぎやく たい しや もと おう どう い ほ ご

に 必 要 な 種 々 の医 療 サービスや支 援 サービス、避 難 シェルターの 提 供 やコ
ひつ よう しゆ じゆ い りよう し えん ひ なん てい きよう

ーディネートなどといった 成 人 保護サービスを 行 うが、 成 年 後 見 人 等 がかか
せいじん ほ ご おこな せいねんこうけんにんとう

る保護サービスを 拒 否する場 合 は、 裁 判 所 に 対 して、 成 年 後 見 人 等 に保護サ
ほ ご きよ ひ ば あい さいばんしよ たい せいねんこうけんにんとう ほ ご

ー ビ ス を 妨 害 し な い こ と を 命 じ る よ う 申 立 て る こ と が で き る 。 被 虐 待 者 に
ぼう がい めい もうし た ひ ぎやく たい しや

保護サービスの 同 意 能 力 がなくかつ 成 年 後 見 人 がいない場 合 には、ＡＰＳ機
ほ ご どう い のうりよく せいねんこうけんにん ば あい き

関 は 保護サービス の 提 供 命 令 を 裁 判 所 に 申 立てることが できる。 裁 判 所
かん ほ ご てい きよう めい れい さい ばん しよ もうし た さい ばん しよ

は、 １４ 日 以 内 に 審 問 を 開 き、 必 要 がある と 認 めれば保護サ ービスの 提 供
にち い ない しん もん ひら ひつ よう みと ほ ご てい きよう

命 令 を 発 する。
めいれい はつ

さらに、 各 州 における保護サービスを 拒 否する 者 に 対 して、ＡＰＳ機 関 は 裁
かくしゆう ほ ご きよ ひ しや たい き かん さい

判 所 に 対 し、 緊 急 の危 険 におかれていることを 証 明 し、その 健 康 状 態 の
ばんしよ たい きんきゆう き けん しようめい けんこうじようたい

診 断 書 を 添 付して 緊 急 保護 命 令 （ Emergency Order For Protective Service
しんだんしよ てん ぷ きんきゆう ほ ご めいれい

s） を 申 請 す る こ と が で き る 。 裁 判 所 が 緊 急 性 等 を 認 め れ ば 、 直 ち に 保 護
しん せい さい ばん しよ きん きゆう せい とう みと ただ ほ ご

命 令 が出るが、保護 命 令 の 種 類 は、ａ避 難 命 令 （ Order removal of the depe
めいれい で ほ ご めいれい しゆるい ひ なんめいれい

ndent adult to safer surroundings）、ｂ医 療 サービスの 提 供 命 令 （ Order
い りよう ていきようめいれい

the provision of medical services）、ｃ保 安 サービスや 緊 急 サービス 要 員
ほ あん きん きゆう よういん

（おそらく 強 権 発 動 的 なもの）を 含 む危 険 な 状 態 からの避 難 に 必 要 な 他
きようけん はつ どうまと ふく き けん じようたい ひ なん ひつよう ほか

の 提 供 しうるサービスの 提 供 命 令 （Order the provision of other availab
ていきよう ていきようめいれい

le services necessary to remove conditions creating the dander to health

or safety, including the services of peace officers or emergency services

personnel）である。

イ ドイツ

ドイツでは、 介 護保 険 制 度を基 盤 とした 在 宅 ・施 設 サービス 体 制 が 整 備され
かい ご ほ けん せい ど き ばん ざいたく し せつ たい せい せい び

て お り 、 障 が い の あ る 人 や 認 知 症 の 高 齢 者 の 人 権 に 対 す る 対 策 や 、 か な
しよう ひと にん ち しよう こう れい しや じん けん たい たい さく



り 手 厚 い サ ー ビ ス 体 制 が と ら れ て い る 。 た だ 、 虐 待 防 止 や 救 済 等 の 人 権
て あつ たい せい ぎやく たい ぼう し きゆう さい とう じん けん

擁 護機 関 としては 第 三 者 機 関 であるＭＤＫ（ 疾 病 金 庫 共 同 審 査機 関 ）が 担
よう ご き かん だいさんしや き かん しつぺいきん こ きようどうしん さ き かん にな

っているが、 強 制 力 がなく 有 効 とは言い 難 い 状 況 である。
きようせいりよく ゆうこう い がた じようきよう

また、 人 権 を 守 る 法 律 として世話 法 （１９９２ 年 １月施 行 ）があり、その 中
じん けん まも ほう りつ せ わ ほう ねん し こう なか

で、 成 年 者 （１８ 歳 以 上 ）が 精 神 病 または 身 体 障 がい、知 的 障 がいも
せい ねん しや さい い じよう せいしん びよう しん たいしよう ち てきしよう

しくは 精 神 障 がいのために自 分 自 身 のことについて 全 部または 一 部を 処 理で
せいしんしよう じ ぶん じ しん ぜん ぶ いち ぶ しよ り

きないときに世話 人 が 選 任 され、 選 任 された世話 人 は 職 務 範 囲において被世
せ わ にん せんにん せんにん せ わ にん しよく む はん い ひ せ

話 人 の 疾 病 も し く は 障 が い を 除 去 し 、 改 善 し 、 そ の 悪 化 を 防 止 し 、 ま た は
わ にん しつ ぺい しよう じよ きよ かい ぜん あつ か ぼう し

そ の 結 果 を 軽 減 す る よ う 寄 与 す る こ と が 規 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 障 が い の
けつ か けい げん き よ き てい しよう

ある 人 や 高 齢 者 の 人 権 を 守 るために、 裁 判 所 が 積 極 的 に 介 入 して 監 督 、
ひと こうれいしや じんけん まも さいばんしよ せつきよくてき かいにゆう かんとく

後 見 機 能 を 発 揮している。しかし、通 報 義務 制 度を 設 けていないという 問 題 点
こうけん き のう はつ き つうほう ぎ む せい ど もう もんだいてん

も 抱 えている。
かか

ウ 韓 国
かんこく

韓 国 では２００７ 年 ３月６ 日 、すべての 生 活 領 域 で 障 がいを理 由 とした差
かんこく ねん にち せいかつりよういき しよう り ゆう さ

別 を 禁 止 し 、 障 が い を 理 由 に 差 別 を 受 け た 人 の 権 益 を 効 果 的 に 救 済 す る
べつ きん し しよう り ゆう さ べつ う ひと けん えき こう か てき きゆう さい

こ と を 目 的 と し た 「 障 害 者 差 別 禁 止 及 び 救 済 等 に 関 す る 法 律 」 が 成 立
もく てき しよう がい しや さ べつ きん し およ きゆう さい とう かん ほう りつ せい りつ

した（２００８ 年 ４月１１ 日 施 行 ）｡その 中 で「 虐 待 」に 関 し、「いじめ 等 の 禁
ねん にち し こう なか ぎやくたい かん とう きん

止」として、「 何 人 も 障 害 を理 由 に私 的 な 空 間 、家 庭 、施 設 、地 域 、社 会 等
し なんにん しようがい り ゆう し てき くうかん か てい し せつ ち いき しやかいとう

で、 障 害 者 又 は 障 害 者 関 連 者 に遺棄、 虐 待 、搾 取 をしてはならない」（３
しようがいしやまた しようがいしやかんれんしや い き ぎやくたい さくしゆ

２ 条 ４ 項 ）と規 定 している。また、「 障 害 児 童 に 対 する差 別 禁 止」の規 定
じよう こう き てい しよう がい じ どう たい さ べつきん し き てい

（§３５）においても、「 障 害 を理 由 に 障 害 児 童 に 対 する遺棄、 虐 待 、搾 取 、
しようがい り ゆう しようがい じ どう たい い き ぎやくたい さくしゆ

監 禁 、暴 行 等 の不 当 な 行 為をしてはなら（ 中 略 ）ない」としている（ 同 条
かんきん ぼうこうとう ふ とう こう い ちゆうりやく どうじよう

４ 項 ）。
こう

そして 同 法 では差 別 行 為に 対 する 調 査と 救 済 機 関 として、 国 家 人 権 委 員
どう ほう さ べつこう い たい ちよう さ きゆう さい き かん こつ か じん けん い いん

会 の 下 に「 障 害 者 差 別 是 正 小 委 員 会 」が置かれている。 更 に 国 家 人 権 委
かい した しようがいしや さ べつ ぜ せい しよう い いんかい お さら こつ か じんけん い

員 会 は差 別 行 為に 対 して「 勧 告 」を 行 うことができるが、 勧 告 を受けた 者
いん かい さ べつこう い たい かんこく おこな かんこく う しや

が、 正 当 な事 由 無しに 勧 告 を履 行 せず、その被 害 の 程 度が 深 刻 であり、 公 益
せいとう じ ゆう な かんこく り こう ひ がい てい ど しんこく こうえき

に 及 ぼす 影 響 が 重 大 であると 認 められる場 合 には、 法 務 大 臣 が被 虐 待 者
およ えいきよう じゆうだい みと ば あい ほう む だいじん ひ ぎやくたいしや

の 申 請 により 又 は 職 権 で是 正 命 令 をするこ とができる。是 正 命 令 としては
しん せい また しよつ けん ぜ せい めい れい ぜ せい めい れい

①差 別 行 為の 禁 止②被 害 の 原 状 回 復 ③差 別 行 為の 再 発 禁 止のための措置④
さ べつこう い きん し ひ がい げんじようかいふく さ べつこう い さいはつきん し そ ち

その他に差 別 是 正 のために 必 要 な措置がある。是 正 命 令 を 正 当 な理 由 なしに
た さ べつ ぜ せい ひつ よう そ ち ぜ せい めい れい せい とう り ゆう

履 行 しなかった 者 に 対 しては過 料 の 制 裁 がある。なお、同 法 第 ３ 条 （ 定 義）
り こう しや たい か りよう せいさい どうほうだい じよう てい ぎ

の２０で「いじめ」が 定 義されており、「いじめ」に 虐 待 が 含 まれていること
てい ぎ ぎやく たい ふく

から、 同 法 の「差 別 行 為」の 中 には 虐 待 概 念 が 含 まれていると 考 えられ、
どうほう さ べつこう い なか ぎやくたいがいねん ふく かんが

実 際 に 虐 待 があった場 合 は、かかる規 定 に 則 って 救 済 等 が 図 られるこ
じつさい ぎやくたい ば あい き てい のつと きゆうさいとう はか

とになると 思 われる。
おも

ま た 、 同 法 は 、 差 別 行 為 に 対 す る 損 害 賠 償 責 任 に 関 す る 規 定 の ほ か 、 裁
どう ほう さ べつ こう い たい そん がい ばい しよう せき にん かん き てい さい



判 所 の 改 善 ・ 是 正 の た め の 積 極 的 措 置 等 の 判 決 や 命 令 な ど を 規 定 し て お
ばん しよ かい ぜん ぜ せい せつ きよく てき そ ち とう はん けつ めい れい き てい

り、 虐 待 も 、この 法 に 禁 止 された差 別 行 為に 該 当 するから、 裁 判 所 による
ぎやく たい ほう きん し さ べつ こう い がい とう さい ばん しよ

積 極 的 な 介 入 が期 待 される。
せつきよくてき かいにゆう き たい

なお、被 虐 待 者 が 障 がいのある 人 に 限 ったものではないが、 国 家 人 権 委 員
ひ ぎやくたいしや しよう ひと かぎ こつ か じんけん い いん

会 法 では、 国 家 人 権 委 員 会 に 対 して、 虐 待 行 為に 関 する 陳 情 をすること
かいほう こつ か じんけん い いん かい たい ぎやくたいこう い かん ちんじよう

ができる。 陳 情 は 当 事 者 のみならず 誰 でも 申 立 が可 能 である。 調 査の 結
ちん じよう とう じ しや だれ もうし たて か のう ちよう さ けつ

果 事 実 で あ る と 認 め ら れ れ ば 虐 待 者 に 対 し て 「 勧 告 」 が な さ れ る 。 勧 告 が
か じ じつ みと ぎやく たい しや たい かん こく かん こく

なされない場 合 でも、その 調 査過 程 で、 当 事 者 間 の 合 意や 調 停 による 解 決
ば あい ちよう さ か てい とう じ しやかん ごう い ちようてい かいけつ

が 図 られることが 多 い。
はか おお

（５） 条 例 による 虐 待 の 防 止
じようれい ぎやくたい ぼう し

障 がいのある 人 に 対 する 虐 待 防 止の 法 整 備の 必 要 性 を受けて、地 方 自治 体
しよう ひと たい ぎやくたいぼう し ほうせい び ひつようせい う ち ほう じ ち たい

において 条 例 による 虐 待 防 止のための規 定 を 設 けている。
じようれい ぎやくたいぼう し き てい もう

千葉 県 においては、２００６ 年 １０月１１ 日 、「 障 害 のある 人 もない 人 も 共
ち ば けん ねん にち しよう がい ひと ひと とも

に暮 らし や すい 千葉 県 づく り 条 例 」を 制 定 し 、 障 がいのある 人 に 対 するさ
く ち ば けん じよう れい せい てい しよう ひと たい

まざ まな 差 別 を 禁 止 す ると とも に 、 障 が いの ある 人 に 対 する 虐 待 を 次 のよ
さ べつ きん し しよう ひと たい ぎやく たい つぎ

うに 定 義している。
てい ぎ

「 障 害 のある 人 に 対 する 虐 待 障 害 者 自 立 支 援 法 （ 平 成 十七 年 法 律 第
しようがい ひと たい ぎやくたい しようがいしや じ りつ し えんほう へいせい ねんほうりつだい

百 二 十 三 号 ） 第 五 条 第 十 二 項 に 規 定 す る 障 害 者 支 援 施 設 （ 以 下 「 障
さん ごう だい ご じよう だい じゆう に こう き てい しよう がい しや し えん し せつ い か しよう

害 者 支 援 施 設 」という。）の 業 務に 従 事する 者 （以下「 障 害 者 支 援 施 設
がい しや し えん し せつ ぎよう む じゆう じ しや い か しようがい しや し えん し せつ

の 従 事 者 」という。）が 当 該 障 害 者 支 援 施 設 に 入 所 し、その他 当 該 障
じゆう じ しや とう がいしようがいしや し えん し せつ にゆう しよ た とうがいしよう

害 者 支 援 施 設 を 利 用 す る 障 害 の あ る 人 に つ い て 行 う 次 に 掲 げ る 行 為 を い
がい しや し えん し せつ り よう しよう がい ひと おこな つぎ かか こう い

う。

イ 障 害 のある 人 の 身 体 に 外 傷 が 生 じ、 又 は 生 じるおそれのある 暴 行 を
しようがい ひと しんたい がいしよう しよう また しよう ぼうこう

加 えること。
くわ

ロ 障 害 のある 人 にわいせつな 行 為をすること 又 は 障 害 のある 人 をしてわい
しようがい ひと こう い また しようがい ひと

せつな 行 為をさせること。
こう い

ハ 障 害 の あ る 人 を 衰 弱 さ せ る よ う な 著 し い 減 食 又 は 長 時 間 の 放 置
しよう がい ひと すい じやく いちじる げん しよく また ちよう じ かん ほう ち

その他の 障 害 のある 人 を 養 護すべき 職 務 上 の義務を 著 しく 怠 ること。
た しようがい ひと よう ご しよく む じよう ぎ む いちじる おこた

ニ 障 害 のある 人 に 対 する 著 しい 暴 言 又 は 著 しく 拒 絶 的 な 対 応 その他
しようがい ひと たい いちじる ぼうげんまた いちじる きよぜつてき たいおう た

の 障 害 のある 人 に 著 しい 心 理 的 外 傷 を 与 える 言 動 を 行 うこと。
しようがい ひと いちじる しん り てきがいしよう あた げんどう おこな

ホ 障 害 のある 人 の 財 産 を不 当 に 処 分 することその他 当 該 障 害 のある 人 か
しようがい ひと ざいさん ふ とう しよぶん た とうがいしようがい ひと

ら不 当 に 財 産 上 の利 益 を得ること」そして、このような 虐 待 行 為を 禁 止し、
ふ とう ざいさんじよう り えき え ぎやくたいこう い きん し

障 がい 福 祉サービス 従 事 者 に 対 して 虐 待 の 通 報 義務を課し、 通 報 を理 由
しよう ふく し じゆう じ しや たい ぎやくたい つうほう ぎ む か つうほう り ゆう

とす る不 利 益 取 扱 を 禁 止 し、 県 が 通 報 を受け たときに知事が 虐 待 防 止お
ふ り えき とり あつかい きん し けん つう ほう う ち じ ぎやく たい ぼう し

よび 虐 待 を受けた 人 を保護するために 適 切 な 権 限 を 行 使することとされた。
ぎやくたい う ひと ほ ご てきせつ けんげん こう し

また、埼 玉 県 行 田市においては、２００４ 年 １２月２４ 日 、「 行 田市児 童 、
さ いたまけんぎよう だ し ねん にち ぎよう だ し じ どう

高 齢 者 及 び 障 害 者 に 対 する 虐 待 の 防 止 等 に 関 する 条 例 」が 制 定 され、
こうれいしやおよ しようがいしや たい ぎやくたい ぼう し とう かん じようれい せいてい



２ ０ ０ ５ 年 ６ 月 １ 日 に 施 行 さ れ て い る 。 同 条 例 は 、 虐 待 を 発 見 し た 者 の
ねん にち し こう どう じよう れい ぎやく たい はつ けん しや

通 報 義務、市の 責 務 等 を 明 らかにしている。
つうほう ぎ む し せき む とう あき

虐 待 防 止 法 制 定 にあたっては、これらの 先 駆 的 取り組みである 条 例 の 内 容
ぎやくたいぼう し ほうせいてい せん く てき と く じようれい ないよう

も 参 考 にすべきである。
さんこう

２ 障 がいの 定 義 及 び 虐 待 の 定 義の 検 討
しよう てい ぎ およ ぎやくたい てい ぎ けんとう

（１） 障 がいの 定 義
しよう てい ぎ

障 が い の あ る 人 に 対 す る 虐 待 を 防 止 す る た め の 施 策 の 適 用 範 囲 を 明 確 に
しよう ひと たい ぎやく たい ぼう し し さく てき よう はん い めい かく

し、 実 効 性 あるものにするために、まず「 障 がい」の 定 義を 明 確 する 必 要 が
じつこうせい しよう てい ぎ めいかく ひつよう

ある。

これ まで「 障 がい」の 定 義は、 医 学 的 な 見 地に 立って 身 体 的 又 は機 能 的 な
しよう てい ぎ い がく てき けん ち た しん たい てき また き のう てき

欠 損 や 能 力 不 全 を 基 準 と し て 定 められてきた 。たとえば、 身 体 障 がいは
けつ そん のう りよく ふ ぜん き じゆん さだ しん たい しよう

視 覚 ・ 聴 覚 及 び四肢の 欠 損 や機 能 低 下を 障 がいの 定 義としてきたし、知 的
し かく ちようかくおよ し し けつそん き のうてい か しよう てい ぎ ち てき

障 がいは IQを基 準 として 定 義されてきた。しかし、たとえ医 学 的 な視 点 から
しよう き じゆん てい ぎ い がくてき し てん

は 、 能 力 不 全 が 存 在 し な く て も 、 社 会 生 活 に お い て 差 別 を 受 け 、 あ る い は
のう りよく ふ ぜん そん ざい しや かい せい かつ さ べつ う

不利 益 を 受 ける 状 態 が 存 在 す るこ と が意 識 さ れ るよ うに な って きた。そのた
ふ り えき う じよう たい そん ざい い しき

め、WHOも２００１ 年 に 障 がいの 定 義を、それまでの医 学 的 モデルから 社 会 的
ねん しよう てい ぎ い がくてき しやかいてき

モデルに 変 更 している。
へんこう

例 えば、 高 次 脳 機 能 障 がいや、多 動 性 障 がいのように、IQが 標 準 値を 示
たと こう じ のう き のうしよう た どうせいしよう ひようじゆん ち しめ

して いる こ とか ら 同 様 に 障 が いの 定 義に 含 ま れ なか った 例 もあ る。しかし、
どう よう しよう てい ぎ ふく れい

これらの 状 態 にある 人 が 虐 待 の 対 象 となることは 十 分 に 考 えられるの
じよう たい ひと ぎやく たい たい しよう じゆう ぶん かんが

であり、たとえ医 学 的 モデルとしての知 的 障 がいが 存 在 しなくても、 虐 待
い がく てき ち てき しよう そん ざい ぎやく たい

防 止の 観 点 から、このような 状 態 も「 障 がい」の 定 義に 含 める 必 要 がある。
ぼう し かんてん じようたい しよう てい ぎ ふく ひつよう

また、過去に 身 体 的 又 は 精 神 的 障 がいを 有 したことにより、あるいはハンセ
か こ しんたいてきまた せいしんてきしよう ゆう

ン氏 病 のように、たとえ 病 気が治癒していても、過去の 障 がいや 病 気を理
し びよう びよう き ち ゆ か こ しよう びよう き り

由 に 虐 待 を 受 け る 事 象 が 見 受 け ら れ る 。 ま た、 HIV 感 染 者 の よ うに 、 身 体
ゆう ぎやく たい う じ しよう み う かん せん しや しん たい

的 又 は 知 的 に は 何 ら の 能 力 不 全 が 存 在 し な く て も 、 虐 待 の 対 象 と な る
てき また ち てき なん のう りよく ふ ぜん そん ざい ぎやく たい たい しよう

こ と も 多 い 。 そ う し た 過 去 に お け る 状 態 や 将 来 発 生 す る で あ ろ う 状 態 を
おお か こ じよう たい しよう らい はつ せい じよう たい

理 由 に、 虐 待 を受けることを 防 止する 見 地から、 本 法 ではこのような 人 たち
り ゆう ぎやくたい う ぼう し けん ち ほんぽう ひと

をも「 障 がい」のある 人 と 同 視することが 必 要 である。
しよう ひと どう し ひつよう

上 記の「 障 がい」の 定 義は 曖 昧 ではないか、との疑 念 がおこるかもしれない。
じよう き しよう てい ぎ あいまい ぎ ねん

確 かに、現 在 の 障 がいのある 人 に 関 する 様 々 な 福 祉 法 では、その 定 義に 従
たし げんざい しよう ひと かん さまざま ふく し ほう てい ぎ したが

って 給 付がなされるため、 誰 が 給 付を受けられるかを 争 いのないように 明
きゆう ふ だれ きゆう ふ う あらそ めい

確 にする 必 要 がある。しかし、 虐 待 の被 害 からの 救 済 の 必 要 性 という 観 点
かく ひつよう ぎやくたい ひ がい きゆうさい ひつようせい かんてん

からは、 福 祉 法 の 適 用 場 面 とは 異 なり、 上 記のような 人 についても 広 く 虐
ふく し ほう てきよう ば めん こと じよう き ひと ひろ ぎやく

待 被 害 の 防 止・被 害 救 済 の 対 象 とすべきである。
たい ひ がい ぼう し ひ がいきゆうさい たいしよう

そこで、「 障 がい」とは、心 身 の 状 態 が、疾 病 、変 調 、 傷 害 その他の事 情
しよう しんしん じようたい しつぺい へんちよう しようがい た じ じよう

に 伴 い 、 そ の 時 々 の 社 会 環 境 に お い て 求 め ら れ る 能 力 又 は 機 能 に 達 し
ともな とき どき しや かい かん きよう もと のう りよく また き のう たつ



ないことにより、個 人 が 日 常 生 活 又 は 社 会 生 活 において 制 限 を受ける 状
こ じん にちじようせい かつ また しや かい せいかつ せいげん う じよう

態 をいうとすべきである。
たい

また、過去にかかる 状 態 にあったこと、及 び 将 来 かかる 状 態 になる 蓋 然 性
か こ じようたい およ しようらい じようたい がいぜんせい

があることも「 障 がい」に 含 めるものとする 必 要 がある。
しよう ふく ひつよう

（２） 虐 待 の 類 型 と 定 義
ぎやくたい るいけい てい ぎ

ア 虐 待 の 背 景
ぎやくたい はいけい

虐 待 は、差 別 と 異 なり、むしろ身 近 な 関 係 で 発 生 することが 多 い。とくに、
ぎやくたい さ べつ こと み ぢか かんけい はつせい おお

障 がいのある 人 は、家 族 や施 設 など、何 らかの支 援 を受けて 生 活 をせざるを得
しよう ひと か ぞく し せつ なん し えん う せいかつ え

ず 、 支 援 者 と は 密 接 な 関 係 を 有 す る 。 そ の 支 援 は 、 支 援 の 主 体 、 内 容 、 あ
し えん しや みつ せつ かん けい ゆう し えん し えん しゆ たい ない よう

り 方 など 、 様 々 な ものがある が、この支 援 の 必 要 性 の度合いが 高 ければ 高 い
かた さま ざま し えん ひつ よう せい ど あ たか たか

ほど、自己以 外 の 人 に 対 する依 存 性 が 強 まることになる。そして、 障 がいの
じ こ い がい ひと たい い そん せい つよ しよう

あ る 人 が 支 援 を 受 け な が ら 暮 ら し て い る 場 の 閉 鎖 性 、 一 般 社 会 と の つ な が り
ひと し えん う く ば へい さ せい いつ ぱん しや かい

の希 薄 性 、障 がいの 特 性 、障 がいのある 人 自 身 の自己 主 張 の 困 難 性 、支 援
き はくせい しよう とくせい しよう ひと じ しん じ こ しゆちよう こんなんせい し えん

す る 側 の 劣 悪 な 支 援 環 境 、 労 働 環 境 な ど が 虐 待 を 生 む 背 景 事 情 と し
がわ れつ あく し えん かん きよう ろう どう かん きよう ぎやく たい う はい けい じ じよう

て 存 在 する。
そんざい

また、このような 背 景 事 情 と 共 に、障 がいのある 人 は、子ども、女 性 、高 齢 者
はいけい じ じよう とも しよう ひと こ じよせい こうれいしや

である場 合 もあり、それらに 虐 待 が 発 生 しうる事 情 と 障 がいという事 情
ば あい ぎやくたい はつせい じ じよう しよう じ じよう

が 重 なり合っている。
かさ あ

このような 状 況 を 背 景 に、実 際 に 発 生 する 虐 待 は、 障 がいのある 人 が置
じようきよう はいけい じつさい はつせい ぎやくたい しよう ひと お

かれている 状 況 によっても 異 なるものがあるが、 虐 待 の 類 型 としてみると
じようきよう こと ぎやくたい るいけい

きには、子ども、 女 性 、 高 齢 者 に 対 する 虐 待 に見られる 類 型 をすべて 包 括
こ じよせい こうれいしや たい ぎやくたい み るいけい ほうかつ

するものでなければならない。

イ 虐 待 の 類 型 と 定 義
ぎやくたい るいけい てい ぎ

障 がいのある 人 に 対 する 虐 待 には、 狭 義の 虐 待 （abuse 身 体 的 虐 待 、
しよう ひと たい ぎやくたい きよう ぎ ぎやくたい しんたいてきぎやくたい

性 的 虐 待 、 心 理 的 虐 待 ）、 放 置（ neglect ）、 経 済 的 搾 取 （ financial e
せいてきぎやくたい しん り てきぎやくたい ほう ち けいざいてきさくしゆ

xploitation）を 含 むものであるが、これまで、この 類 型 を 明 らかにして、 障
ふく るいけい あき しよう

がいのある 人 への 虐 待 を 定 義した 法 律 はない。これでは、 虐 待 を 速 やかに
ひと ぎやく たい てい ぎ ほう りつ ぎやく たい すみ

防 止し、かつ、 救 済 を 施 すことはできない。
ぼう し きゆうさい ほどこ

そこで、 障 がいのある 人 に 対 する 虐 待 とは 次 に上げる 行 為をいうものと 定 義
しよう ひと たい ぎやくたい つぎ あ こう い てい ぎ

すべきである。

「 身 体 的 虐 待 」― 障 がいのある 人 に 対 して 有 形 力 を 行 使すること、また
しんたいてきぎやくたい しよう ひと たい ゆうけいりよく こう し

は 傷 害 を 生 じさせもしくは 身 体 を 拘 束 すること
しようがい しよう しんたい こうそく

「 性 的 虐 待 」 ― 障 がいのある 人 にわいせつな 行 為をすること 又 は 障 がい
せいてきぎやくたい しよう ひと こう い また しよう

の あ る 人 を し て わ い せ つ な 行 為 を さ せ る こ と 「 心 理 的 虐 待 」 ― 障 が い の あ
ひと こう い しん り てき ぎやく たい しよう

る 人 に 対 する 暴 言 又 は 拒 絶 的 な 対 応 その他の 障 がいのある 人 に 心 理 的 外
ひと たい ぼう げん また きよ ぜつ てき たい おう た しよう ひと しん り てき がい

傷 を 与 えるおそれのある 言 動 を 行 うこと
しよう あた げんどう おこな

「 放 置（ネグレクト）」― 障 がいのある 人 を 衰 弱 させるような 減 食 、 長 時 間
ほう ち しよう ひと すいじやく げんしよく ちよう じ かん



の 放 置、 又 は 必 要 な医 療 を 十 分 に受けさせないことその他の 障 がいのある
ほう ち また ひつよう い りよう じゆうぶん う た しよう

人 を 養 護すべき義務を 怠 ること
ひと よう ご ぎ む おこた

「 経 済 的 搾 取 」 ― 障 が い の あ る 人 の 財 産 を 不 当 に 処 分 す る こ と そ の 他 当
けい ざい てき さく しゆ しよう ひと ざい さん ふ とう しよ ぶん た とう

該 障 がいのある 人 から不 当 に 財 産 上 の利 益 を得ること
がいしよう ひと ふ とう ざいさんじよう り えき え

以下、 各 行 為ごとに 詳 述 する。
い か かくこう い しようじゆつ

（ア） 身 体 的 虐 待
しんたいてきぎやくたい

障 がいのある 人 への 身 体 的 暴 行 は 人 権 侵 害 として 最 も 多 い 類 型 である。
しよう ひと しんたいてきぼうこう じんけんしんがい もつと おお るいけい

支 援 する 側 の 感 情 的 な 発 露であったり、施 設 や 職 場、 隔 離 病 院 に於ける
し えん がわ かんじようてき はつ ろ し せつ しよく ば かく り びよういん お

管 理支 配 の 手 段 であったり、指 導 名 目 であったりする場 合 が 多 い。
かん り し はい しゆだん し どうめいもく ば あい おお

傷 害 に 至 らない 単 なる 暴 行 に 関 して、指 導 の名の 下 でなされる 体 罰 が 社 会
しようがい いた たん ぼうこう かん し どう な した たいばつ しやかい

的 に 許 される土 壌 もあってか 、 身 体 的 虐 待 を 身 体 に 損 傷 を 与 える場 合
てき ゆる ど じよう しん たい てき ぎやく たい しん たい そん しよう あた ば あい

に 限 定 する 見 解 も 多 い。しかし、 仮 に家 庭 であっても、 懲 戒 としての 暴 行
げん てい けん かい おお かり か てい ちようかい ぼう こう

が 許 されるべきではなく、それ以 外 の 分 野においては、なおさらのこと、 体 罰
ゆる い がい ぶん や たいばつ

が 許 容 される余地はない。
きよよう よ ち

ま た 、 こ の よ う な 暴 行 と い っ た 直 接 的 な 有 形 力 の 行 使 の ほ か 、 薬 物 の 過
ぼう こう ちよく せつ てき ゆう けい りよく こう し やく ぶつ か

剰 投 与によって 精 神 的 ・ 肉 体 的 傷 害 を 与 えたり、 直 接 的 な 暴 行 とは言
じよう とう よ せいしんてき にくたいてきしようがい あた ちよくせつてき ぼうこう い

い 難 い 身 体 拘 束 という 形 で 行 われる場 合 も 存 する。かような場 合 、 薬 の
がた しんたい こう そく かたち おこな ば あい そん ば あい くすり

過 剰 投 与などは、 有 形 力 の 行 使に当たらないものの、 身 体 の 正 常 な機 能
か じようとう よ ゆうけいりよく こう し あ しんたい せいじよう き のう

を 害 する 傷 害 行 為であるからこれも 含 める 必 要 があり、さらには、 監 禁 状
がい しようがいこう い ふく ひつよう かんきんじよう

態 におくなどして 有 形 力 の 行 使を 伴 わない 拘 束 も、 身 体 に向けられたもの
たい ゆうけいりよく こう し ともな こうそく しんたい む

であるから、ここでは、 身 体 的 虐 待 に 含 めるべきである。
しんたいてきぎやくたい ふく

（イ） 性 的 虐 待
せいてきぎやくたい

障 が い の あ る 人 に 対 す る 性 的 虐 待 は ､被 虐 待 者 の 人 格 の 根 幹 を 蹂 躙
しよう ひと たい せい てき ぎやく たい ひ ぎやく たい しや じん かく こん かん じゆう りん

し ､被 虐 待 者 に 強 い 無 力 感 や 罪 悪 感 を受け付けるものであり ､ 人 権 侵 害 事
ひ ぎやく たい しや つよ む りよく かん ざい あく かん う つ じん けん しん がい じ

例 での 中 でも 最 も 悪 質 で悲 惨 なものといえる。女 性 が被 虐 待 者 となる場 合
れい なか もつと あくしつ ひ さん じよせい ひ ぎやくたいしや ば あい

が 多 いが、 男 性 が被 虐 待 者 となる場 合 も 存 在 する。
おお だんせい ひ ぎやくたいしや ば あい そんざい

行 為 態 様 としては、 暴 行 、 脅 迫 を 伴 なう場 合 はもちろん、 伴 わない場 合 で
こう い たいさま ぼうこう きようはく とも ば あい ともな ば あい

も、 障 がいの ある 人 に 対 する 優 越 的 地位を利 用 して 性 的 満 足 を得ようとす
しよう ひと たい ゆう えつ まと ち い り よう せい てき まん ぞく え

る場 合 も 多 い。
ば あい おお

ま た 、 性 的 虐 待 の 定 義 に は 含 ま れ な い と し て も 、 例 え ば 、 入 浴 、 排 泄 、
せい てき ぎやく たい てい ぎ ふく たと にゆう よく はい せつ

生 理 等 に 関 し て異 性 介 助 が 行 われる場 合 、その 介 助 の 方 法 自 体 に不 適 切
せい り とう かん い せい かい じよ おこな ば あい かい じよ ほう ほう じ たい ふ てき せつ

な 面 がないとしても、それが異 性 によって 行 われることによって、精 神 的 苦 痛
めん い せい おこな せいしんてき く つう

を 与 える場 合 が あり、異 性 介 助 が 性 的 虐 待 につながる可 能 性 もあることか
あた ば あい い せい かい じよ せい てき ぎやく たい か のう せい

ら、 同 性 介 助 が 徹 底 されなければならない。
どうせいかいじよ てつてい

（ウ） 心 理 的 虐 待
しん り てきぎやくたい

上 記の 虐 待 の場 合 には 当 然 それによって、精 神 的 な被 害 も 生 じるが、言 葉
じよう き ぎやくたい ば あい とうぜん せいしんてき ひ がい しよう こと ば

による 虐 待 によって 心 理 的 な被 害 を生む場 合 がある。
ぎやくたい しん り てき ひ がい う ば あい



心 理 的 虐 待 の 概 念 は、 障 がい 故 にからかわれたり、侮 辱 されることの被 害
しん り てきぎやくたい がいねん しよう ゆえ ぶ じよく ひ がい

の 深 刻 さや、依 存 関 係 の 中 での威 圧 的 言 動 に 対 して 抵 抗 できないことを奇貨
しんこく い そんかんけい なか い あつてきげんどう たい ていこう き か

とし て、 そ れら の 言 動 が 管 理の 道 具と して も 機 能 して い るこ とに 鑑 みると、
げん どう かん り どう ぐ き のう かんが

からかいや侮 辱 的 言 動 、威 圧 的 言 動 を 含 むものでなければならない。また、
ぶ じよくてきげんどう い あつてきげんどう ふく

障 がい のあ る 人 が 性 的 言 動 に よ って 侮 辱 さ れや すく、 傷 つ きやすいことに
しよう ひと せい てき げん どう ぶ じよく きず

鑑 みると 性 的 言 動 による 嫌 がらせも 含 めなければならない。
かんが せいてきげんどう いや ふく

（エ） 放 置（ネグレクト）
ほう ち

利 用 契 約 や 行 政 の 措 置 に よ り 介 護 ･支 援 を 提 供 す べ き 事 業 体 に お い て 、
り よう けい やく ぎよう せい そ ち かい ご し えん てい きよう じ ぎよう たい

施 設 管 理や利 潤 追 求 または 職 員 の 劣 悪 な 労 働 条 件 により、本 来 提 供
し せつかん り り じゆんついきゆう しよくいん れつあく ろうどうじようけん ほんらいていきよう

さ れ る べ き サ ー ビ ス が 提 供 さ れ な い こ と が あ り 、 ま た 、 家 庭 内 に お い て も 、
てい きよう か てい ない

監 護義務がある 親 権 者 等 がその義務を 怠 る場 合 も 存 在 する。 障 がいのある
かん ご ぎ む しんけんしやとう ぎ む おこた ば あい そんざい しよう

人 に と っ て 、 そ も そ も 介 護 ･支 援 は 生 き て い く 上 で 、 必 要 不 可 欠 な も の で あ
ひと かい ご し えん い じよう ひつ よう ふ か けつ

ることに 鑑 みると、その履 行 義務を 怠 った場 合 には 放 置に当たると 考 える
かんが り こう ぎ む おこた ば あい ほう ち あ かんが

べきである。また、 障 がいのある 人 は医 療 的 ケアを 特 に 必 要 としている場 合
しよう ひと い りようてき とく ひつよう ば あい

も 多 い 反 面 、 施 設 管 理 や 利 潤 追 求 、 職 員 の 劣 悪 な 労 働 条 件 に よ り 、
おお はん めん し せつ かん り り じゆん つい きゆう しよく いん れつ あく ろう どう じよう けん

一 般 の 医 療 を 受 け る 機 会 を 提 供 さ れ な い 場 合 や 、 医 療 機 関 で あ り な が ら
いつ ぱん い りよう う き かい てい きよう ば あい い りよう き かん

適 切 な 医 療 サ ービスを 自 ら 提 供 しない場 合 も 存 在 する。医 療 は 生 命 に
てき せつ い りよう みずか てい きよう ば あい そん ざい い りよう せい めい

直 結 す る 問 題 であ るこ と に 鑑 み ると 、こ の よう な場 合 も 放 置の 一 つとして
ちよつ けつ もん だい かんが ば あい ほう ち ひと

考 えるべきである。
かんが

（オ） 経 済 的 搾 取
けいざいてきさくしゆ

成 人 の 障 が い の あ る 人 は 、 賃 金 、 作 業 工 賃 、 障 害 基 礎 年 金 、 損 害 賠
せい じん しよう ひと ちん ぎん さ ぎよう こう ちん しよう がい き そ ねん きん そん がい ばい

償 金 など、 何 らかの 財 産 を 有 している場 合 がある。ところが、これらの 管 理
しようきん なん ざいさん ゆう ば あい かん り

に 関 して身 内 や他 人 が不 正 に利 得 を得る場 合 がある。
かん み うち た にん ふ せい り とく え ば あい

ま た 、 労 働 の 実 態 を 有 し て い る に も か か わ ら ず 、 ま っ た く 賃 金 を 支 払 わ な い
ろう どう じつ たい ゆう ちん ぎん し はら

あるいは 適 正 な 額 を 著 しく 下 回 る 賃 金 しか支 払 わない場 合 も 存 在 する。
てきせい ひたい いちじる したまわ ちんぎん し はら ば あい そんざい

このような場 合 は､経 済 的 搾 取 として 虐 待 にあたる｡
ば あい けいざいてきさくしゆ ぎやくたい

３ 虐 待 の 分 野ごとの 分 析 の 必 要 性
ぎやくたい ぶん や ぶんせき ひつようせい

以 上 は 、 虐 待 の 行 為 に 着 目 し て そ の 類 型 化 及 び 定 義 を 試 み た も の で あ
い じよう ぎやく たい こう い ちやく もく るい けい か およ てい ぎ こころ

るが、 虐 待 は、 虐 待 の起こる 分 野（場 面 ）によっても、その 様 相 を 異 にし、
ぎやくたい ぎやくたい お ぶん や ば めん ようそう こと

防 止 及 び 救 済 に向けた 手 段 も 異 なる 側 面 を 有 するものである。
ぼう し およ きゆうさい む しゆだん こと そくめん ゆう

そこ で、 障 がい の ある 人 に 対 する 虐 待 が 多 く 行 われる 生 活 分 野として、
しよう ひと たい ぎやく たい おお おこな せい かつ ぶん や

家 庭 、施 設 、 学 校 、企 業 、医 療 機 関 、 刑 務 所 等 拘 禁 施 設 の 各 分 野ごとに
か てい し せつ がつこう き ぎよう い りよう き かん けい む しよとうこうきん し せつ かくぶん や

その 内 容 を 検 討 する 必 要 がある。
ないよう けんとう ひつよう

この 点 については、別 冊「 各 分 野における 虐 待 事 例 と 分 析 」において、各 分 野
てん べつさつ かくぶん や ぎやくたい じ れい ぶんせき かくぶん や

における 虐 待 の 実 態 ・事 例 、 虐 待 が 生 じる 構 造 、既 存 法 の 限 界 と 新 た
ぎやく たい じつ たい じ れい ぎやく たい しよう こう ぞう き そん ほう げん かい あら

な 立 法 の 必 要 性 、 虐 待 防 止 策 として 整 備すべき 内 容 といった 観 点 から 詳
りつぽう ひつようせい ぎやくたいぼう し さく せい び ないよう かんてん しよう

細 に 分 析 を 行 っているため、これを 参 照 されたい。
さい ぶんせき おこな さんしよう



ただし、具 体 的 立 法 に 際 しては 各 分 野ごとにより 詳 細 な 検 討 が 必 要 であり、
ぐ たいてきりつぽう さい かくぶん や しようさい けんとう ひつよう

既 存 法 との 関 係 において 立 法 の可否を 検 討 するとともに、 虐 待 防 止 法 に 定
き そんほう かんけい りつぽう か ひ けんとう ぎやくたいぼう し ほう さだ

めるべき事 項 と既 存 法 の 改 正 等 によるべき事 項 を 整 理し、より 実 効 的 な 虐
じ こう き そんほう かいせいとう じ こう せい り じつこうてき ぎやく

待 防 止 策 を 図 ることが 必 要 である。
たいぼう し さく はか ひつよう

４ あるべき 虐 待 防 止 法 の 内 容
ぎやくたいぼう し ほう ないよう

以 上 の 検 討 ・ 分 析 結 果に 基 づき、我が 国 で 制 定 されるべき 障 がいのある 人
い じよう けんとう ぶんせきけつ か もと わ くに せいてい しよう ひと

に 対 する 虐 待 を 防 止する 法 律 には、以下の 内 容 が盛り込まれなければならな
たい ぎやくたい ぼう し ほうりつ い か ないよう も こ

い。

（１） 目 的 ・ 定 義
もくてき てい ぎ

ア 目 的
もくてき

こ の 法 律 は 、 障 が い の あ る 人 に 対 す る 虐 待 が 深 刻 な 状 況 に あ り 、 障
ほう りつ しよう ひと たい ぎやく たい しん こく じよう きよう しよう

がいのある 人 の 尊 厳 の保持にとって 虐 待 を 防 止することが 極 めて 重 要 であ
ひと そん げん ほ じ ぎやくたい ぼう し きわ じゆう よう

ること 等 にかんがみ、 障 がいのある 人 に 対 する 虐 待 の 防 止 等 に 関 する 国 等
とう しよう ひと たい ぎやくたい ぼう し とう かん ぐにとう

の 責 務、 虐 待 を受 けた 障 がい の ある 人 に 対 する 保護のための 措置 等 を 定 め
せき む ぎやく たい う しよう ひと たい ほ ご そ ち とう さだ

ることにより、 障 がいのある 人 に 対 する 虐 待 の 防 止 等 に 関 する施 策 を 促 進
しよう ひと たい ぎやくたい ぼう し とう かん し さく そくしん

し、もって 障 がいのある 人 の 権 利利 益 の 擁 護に資することを 目 的 とする。
しよう ひと けん り り えき よう ご し もくてき

イ 定 義
てい ぎ

（ア）「 障 がい」の 定 義
しよう てい ぎ

この 法 律 において「 障 がい」とは、 心 身 の 状 態 が、 疾 病 、 変 調 、 傷 害
ほうりつ しよう しんしん じようたい しつぺい へんちよう しようがい

その他の事 情 に 伴 い、その 時 々 の 社 会 環 境 において 求 められる 能 力 又
た じ じよう ともな とき どき しやかい かん きよう もと のう りよく また

は機 能 に 達 しないことにより、個 人 が 日 常 生 活 又 は 社 会 生 活 において 制 限
き のう たつ こ じん にちじようせいかつまた しやかいせいかつ せいげん

を受ける 状 態 をいう。
う じようたい

（イ）「 虐 待 」の 定 義
ぎやくたい てい ぎ

この 法 律 において「 虐 待 」とは、 次 に 掲 げる 行 為をいう。
ほうりつ ぎやくたい つぎ かか こう い

「 身 体 的 虐 待 」― 障 がいのある 人 に 対 して 有 形 力 を 行 使すること、また
しんたいてきぎやくたい しよう ひと たい ゆうけいりよく こう し

は 傷 害 を 生 じさせもしくは 身 体 を 拘 束 すること「 性 的 虐 待 」 ― 障 がい
しようがい しよう しんたい こうそく せいてきぎやくたい しよう

の あ る 人 に わ い せ つ な 行 為 を す る こ と 又 は 障 が い の あ る 人 を し て わ い せ つ な
ひと こう い また しよう ひと

行 為をさせること
こう い

「 心 理 的 虐 待 」― 障 がいのある 人 に 対 する 暴 言 又 は 拒 絶 的 な 対 応 その他
しん り てきぎやくたい しよう ひと たい ぼうげんまた きよぜつてき たいおう た

の 障 がいのある 人 に 心 理 的 外 傷 を 与 えるおそれのある 言 動 を 行 うこと
しよう ひと しん り てきがいしよう あた げんどう おこな

「 放 置（ネグレクト）」― 障 がいのある 人 を 衰 弱 させるような 減 食 、 長 時 間
ほう ち しよう ひと すいじやく げんしよく ちよう じ かん

の 放 置、 又 は 必 要 な医 療 を 十 分 に受けさせないことその他の 障 がいのある
ほう ち また ひつよう い りよう じゆうぶん う た しよう

人 を 養 護すべき義務を 怠 ること
ひと よう ご ぎ む おこた

「 経 済 的 搾 取 」 ― 障 が い の あ る 人 の 財 産 を 不 当 に 処 分 す る こ と そ の 他 当
けい ざい てき さく しゆ しよう ひと ざい さん ふ とう しよ ぶん た とう

該 障 がいのある 人 から不 当 に 財 産 上 の利 益 を得ること
がいしよう ひと ふ とう ざいさんじよう り えき え

（２） 中 核 機 関 （ 救 済 機 関 ）の 設 置
ちゆうかく き せき きゆうさい き かん せつ ち

虐 待 の 通 報 を 受 け ､ 調 査 を し ､ 虐 待 の 疑 い が あ る 場 合 は 被 虐 待 者 を 保
ぎやく たい つう ほう う ちよう さ ぎやく たい うたが ば あい ひ ぎやく たい しや ほ



護した 上 で 調 査し ､ 専 門 家による被 害 聴 取 を 行 い ､治 療 ､被 害 回 復 等 を
ご じよう ちよう さ せんもん か ひ がいちようしゆ おこな ち りよう ひ がいかいふくとう

支 援 し て い く の は ､ 障 が い の あ る 人 に 対 す る 虐 待 を 扱 う 専 門 機 関 が 担 う
し えん しよう ひと たい ぎやく たい あつか せん もん き かん にな

べきである｡

そこで ､児 童 虐 待 を 専 門 的 に 取 扱 い ､ 立 入 調 査 ､一 時保護などの 権 限 を持
じ どうぎやくたい せんもんてき とりあつか たちいりちよう さ いち じ ほ ご けんげん も

つ児 童 相 談 所 をモデルにした ､ 障 がいのある 人 のための 虐 待 救 済 センター
じ どうそうだんしよ しよう ひと ぎやくたいきゆうさい

を 新 たに 創 設 することが 必 要 不可 欠 である。
あら そうせつ ひつよう ふ か けつ

虐 待 救 済 セ ン タ ー は ､都 道 府 県 に １ 箇 所 以 上 設 置 さ れ ､ 専 門 職 員 を 養
ぎやく たい きゆう さい と どう ふ けん か しよ い じよう せつ ち せん もん しよく いん よう

成 し ､ 障 が い の あ る 人 に 対 す る あ ら ゆ る 場 面 に お け る 虐 待 の 通 報 を 受 け 付
せい しよう ひと たい ば めん ぎやく たい つう ほう う つ

ける ｡ 通 報 を受けた場 合 、あるいは 職 権 で 調 査を 開 始し ､ 必 要 があれば ､ 立
つう ほう う ば あい しよつ けん ちよう さ かい し ひつ よう たち

入 調 査 権 限 を 行 使する ｡そして 調 査の 結 果 ､ 虐 待 の事 実 が 認 められる場 合
いりちよう さ けんげん こう し ちよう さ けつ か ぎやくたい じ じつ みと ば あい

は ､指 導 ､ 公 表 ､改 善 勧 告 ､改 善 命 令 などの 権 限 を 行 使する ｡ 調 査 及 び 審 理
し どう こうひよう かいぜんかんこく かいぜんめいれい けんげん こう し ちよう さ およ しん り

の過 程 においては、 弁 護士 等 専 門 的 知 識 をもつ 者 の 協 力 を得ながら 調 査
か てい べん ご し とうせんもん てき ち しき しや きよう りよく え ちよう さ

等 を 行 うこと、 及 びこれらの 者 が委 員 として 参 加することが 必 要 である。
とう おこな およ しや い いん さん か ひつよう

ま た 、 後 述 の と お り 、 被 虐 待 者 を 救 済 す る た め ､ 虐 待 救 済 セ ン タ ー が
こう じゆつ ひ ぎやく たい しや きゆう さい ぎやく たい きゆう さい

申 立 人 となって ､ 裁 判 所 に ､保護・避 難 等 を 求 めて 緊 急 保護 命 令 を 申 し立
もうし たてにん さいばんしよ ほ ご ひ なんとう もと きんきゆう ほ ご めいれい もう た

てる 権 限 を持つ 必 要 がある｡
けんげん も ひつよう

さらに避 難 後の 居 住 先 の 確 保 ､ 身 体 的 ･ 精 神 的 な被 害 回 復 の支 援 を 行 い ､
ひ なん ご きよじゆうさき かく ほ しんたいてき せいしんてき ひ がいかいふく し えん おこな

事 案 に よ っ て は 家 庭 や 地 域 と の 再 統 合 を 支 援 す る 機 能 を も た な け れ ば な ら な
じ あん か てい ち いき さい とう ごう し えん き のう

い ｡

虐 待 救 済 センターがこれらの 権 限 行 使を 行 うにあたっては、 例 えば、 後
ぎやく たい きゆう さい けんげんこう し おこな たと こう

述 のとおり保護に 際 して市 町 村 等 との 連 携 が不可 欠 であるし、施 設 内 での
じゆつ ほ ご さい し ちようそんとう れんけい ふ か けつ し せつない

虐 待 や企 業 内 での 虐 待 のように、都 道 府 県 や 労 働 基 準 監 督 署 等 の機 関
ぎやくたい き ぎようない ぎやくたい と どう ふ けん ろうどう き じゆんかんとくしよとう き かん

が 監 督 権 限 を 行 使 す べ き 場 面 も 存 在 す る 。 ま た 、 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー や
かん とく けん げん こう し ば めん そん ざい ち いき ほう かつ し えん

福 祉事務 所 、民 間 団 体 等 との 連 携 も不可 欠 である。したがって、 虐 待 救 済
ふく し じ む しよ みんかんだんたいとう れんけい ふ か けつ ぎやくたいきゆうさい

センターが 中 心 となり、これらの機 関 との 連 携 協 力 体 制 を 構 築 するため
ちゆう しん き かん れん けい きよう りよく たい せい こう ちく

の規 定 が 必 要 である。
き てい ひつよう

また、 高 齢 者 虐 待 防 止 法 においては、 同 法 の 権 限 行 使機 関 として市 町 村
こうれいしやぎやくたいぼう し ほう どうほう けんげんこう し き かん し ちようそん

が 責 任 を も つ べ き と さ れ 、 相 談 ・ 助 言 ・ 通 報 先 等 の 業 務 に つ い て 地 域 包
せき にん そう だん じよ げん つう ほう さき とう ぎよう む ち いき ほう

括 支 援 センターが委 託 を受けているが、それでもなお地 域 包 括 支 援 センターの
かつ し えん い たく う ち いきほうかつ し えん

業 務 量 に照らして 虐 待 防 止の 実 践 が不 十 分 であるとの 問 題 点 が指 摘 さ
ぎよう む りよう て ぎやく たい ぼう し じつ せん ふ じゆう ぶん もんだいてん し てき

れている。

障 がいのある 人 に 対 する 虐 待 防 止 法 に 関 しても、このような 観 点 を踏まえ、
しよう ひと たい ぎやくたいぼう し ほう かん かんてん ふ

相 談 ・ 助 言 ・ 通 報 先 等 の 業 務を委 託 できる機 関 を 広 く指 定 し、 虐 待 防 止
そうだん じよげん つうほうさきとう ぎよう む い たく き かん ひろ し てい ぎやくたいぼう し

センターの機 能 を 分 散 、地 域 化することで、実 効 的 な 虐 待 防 止 策 の 実 施を 図
き のう ぶんさん ち いき か じつこうてき ぎやくたいぼう し さく じつ し はか

るべきである。

（３） 早 期 発 見 ・ 通 報 制 度
そう き はつけん つうほうせい ど

被 害 が 顕 在 化しにくい 障 がいのある 人 に 対 する 虐 待 事 案 において、 虐 待
ひ がい けんざい か しよう ひと たい ぎやくたい じ あん ぎやくたい



の 早 期 発 見 及 び 通 報 は 虐 待 防 止 法 の 極 めて 重 要 な 要 素である。早 期 発 見
そう き はつけんおよ つうほう ぎやくたいぼう し ほう きわ じゆうよう よう そ そう き はつけん

・ 通 報 により 虐 待 を 認 知し、その 悪 化を 防 ぎ、 後 述 する 虐 待 からの保護
つう ほう ぎやくたい にん ち あつ か ふせ こうじゆつ ぎやく たい ほ ご

や被 害 回 復 ・治 療 に 早 期につなげることが 肝 要 である。
ひ がいかいふく ち りよう そう き かんよう

このような 観 点 から、また、 障 がいのある 人 に 対 する 虐 待 が多 分 野に 及 ぶ
かん てん しよう ひと たい ぎやくたい た ぶん や およ

こ と か ら 、 虐 待 の 早 期 発 見 の た め に は 、 全 て の 公 務 員 、 及 び 虐 待 を 防 止
ぎやく たい そう き はつ けん すべ こう む いん およ ぎやく たい ぼう し

する 立 場にある仕 事 に就く 者（医師、看 護師、弁 護士、司 法 書 士、社 会 福 祉士、
たち ば し ごと つ しや い し かん ご し べん ご し し ほうしよ し しやかいふく し し

民 生 委 員 、児 童 委 員 、施 設 職 員 、 教 員 、雇 用 主 、 障 害 者 職 業 生 活
みんせい い いん じ どう い いん し せつしよくいん きよういん こ ようぬし しようがいしやしよくぎようせいかつ

相 談 員 、 刑 務 職 員 、その他 障 がいのある 人 の 福 祉に 職 務 上 関 係 のあ
そう だん いん けい つとむ しよく いん た しよう ひと ふく し しよく む じよう かん けい

る 者 ）に 対 し、 虐 待 の 発 見 努 力 義務を課すと 共 に、 何 人 に 対 しても 通 報
しや たい ぎやく たい はつ けん ど りよく ぎ む か とも なんにん たい つうほう

義務を課す 必 要 がある。
ぎ む か ひつよう

そ し て 、 児 童 虐 待 防 止 法 ､Ｄ Ｖ 防 止 法 及 び 高 齢 者 虐 待 防 止 法 と 同 様 、
じ どう ぎやく たい ぼう し ほう ぼう し ほう およ こう れい しや ぎやく たい ぼう し ほう どう よう

通 報 が 守 秘義務違 反 にならないことを 明 記する 必 要 がある。なお、 教 育 分 野
つうほう しゆ ひ ぎ む い はん めい き ひつよう きよういくぶん や

における 教 育 委 員 会 など、 虐 待 通 報 を受けた指 導 ・ 監 督 機 関 についても、
きよういく い いんかい ぎやくたいつうほう う し どう かんとく き かん

同 センターへの 通 報 義務を課すべきである。
どう つうほう ぎ む か

虐 待 の 通 報 ま た は 被 虐 待 者 自 身 の 届 出 が あ っ た 場 合 、 通 報 等 を 受 け た
ぎやく たい つう ほう ひ ぎやく たい しや じ しん とどけ で ば あい つう ほう とう う

虐 待 救 済 セ ン タ ー は 、 直 ち に 安 全 確 認 及 び 事 実 確 認 を 行 わ な け れ ば な
ぎやく たい きゆう さい ただ あん ぜん かく にん およ じ じつ かく にん おこな

らな い。 ま た、 同 セ ン ター が 立 入 調 査を 行 うた めの規 定 や、 警 察 署 長 に
どう たち いり ちよう さ おこな き てい けい さつ しよ ちよう

援 助 を 求 めることができる 旨 の規 定 が置かれるべきである。この場 合 、 虐 待
えんじよ もと むね き てい お ば あい ぎやくたい

者 に 対 す る 出 頭 要 求 に 対 し て 応 じ な い 場 合 の 立 入 調 査 な ど 、 平 成 ２ ０
しや たい しゆつ とう よう きゆう たい おう ば あい たち いり ちよう さ へい せい

年 ４月施 行 の 改 正 児 童 虐 待 防 止 法 の規 定 も 参 考 にすべきである。さらに 通
ねん し こう かいせい じ どうぎやくたいぼう し ほう き てい さんこう つう

報 者 に 対 す る 不 利 益 処 分 を 禁 止 す る 等 の 内 部 告 発 を し や す い 制 度 作 り を
ほう しや たい ふ り えき しよ ぶん きん し とう ない ぶ こく はつ せい ど づく

行 うことが 必 要 である。
おこな ひつよう

多 く の 虐 待 が 密 室 で 行 わ れ る 現 状 に お い て 、 障 が い の あ る 人 自 身 に よ
おお ぎやく たい みつ しつ おこな げん じよう しよう ひと じ しん

る 届 出 が な さ れ た 場 合 、 あ る い は 通 報 に 基 づ き 障 が い の あ る 人 に 聴 き 取 り
とどけ で ば あい つう ほう もと しよう ひと き と

を 行 う場 合 は、被 虐 待 者 自 身 が 周 囲の 影 響 を受ける 前 に 供 述 する 内
おこな ば あい ひ ぎやくたいしや じ しん しゆう い えいきよう う まえ きようじゆつ ない

容 、すなわち 初 期 供 述 の 証 拠化が 極 めて 重 要 であることから、 聴 取 方
よう しよ き きようじゆつ しよう こ か きわ じゆうよう ちようしゆほう

法 に 関 す る 専 門 家 あ る い は 十 分 な 研 修 を 受 け た 者 に よ る 聴 取 が 必 要 で
ほう かん せん もん か じゆう ぶん けん しゆう う しや ちよう しゆ ひつ よう

あり、こうした 専 門 的 な 聴 取 システムが 明 文 化されなければならない。その
せん もん てき ちよう しゆ めい ぶん か

ための 専 門 家 養 成 も 必 要 である｡
せんもん か ようせい ひつよう

国 及 び地 方 自治 体 は、施 設 等 の 監 査を 充 実 させ、また 虐 待 に 関 する 相 談
ぐにおよ ち ほう じ ち たい し せつとう かん さ じゆうじつ ぎやくたい かん そうだん

窓 口 を 設 置しなければならない。
まどぐち せつ ち

さら に 障 がい のある 人 が 虐 待 により医 療 機 関 を 受 診 し た場 合 ､医 師 ･ 看 護
しよう ひと ぎやく たい い りよう き かん じゆ しん ば あい い し かん ご

師 等 が 虐 待 を 発 見 で き る よ う ､ 国 及 び 地 方 自 治 体 は 、 医 療 機 関 ･医 療 関
し とう ぎやく たい はつ けん ぐに およ ち ほう じ ち たい い りよう き かん い りよう かん

係 者 に 対 し ､ 十 分 な 教 育 ･ 研 修 を 行 う な ど ､ 障 が い の あ る 人 に 対 す る
けい しや たい じゆう ぶん きよう いく けん しゆう おこな しよう ひと たい

虐 待 発 見 に 関 する知 識 を 周 知する 必 要 がある｡
ぎやくたいはつけん かん ち しき しゆう ち ひつよう

（４）事故 報 告 義務
じ こ ほうこく ぎ む

虐 待 の 発 見 ・ 通 報 制 度を 実 効 あらしめるためには、 別 冊 事 例 集 で 検 討 し
ぎやくたい はつけん つうほうせい ど じつこう べつさつ じ れいしゆう けんとう



た施 設 、 学 校 、企 業 、医 療 機 関 、 刑 務 所 等 拘 禁 施 設 において、その場 面
し せつ がつ こう き ぎよう い りよう き かん けい む しよ とう こう きん し せつ ば めん

ごとに、 当 該 場 面 の 設 置 者 が 障 がいのある 人 について 発 生 した事故の 報 告
とうがい ば めん せつ ち しや しよう ひと はつ せい じ こ ほう こく

義務を負わなければならない。
ぎ む お

この 点 、 虐 待 と 認 められるか 判 然 としない事 例 について、 通 報 者 が 主 観 的
てん ぎやくたい みと はんぜん じ れい つうほうしや しゆかんてき

に 判 断 することなく、もれなく 報 告 がなされるべく、 報 告 義務の 範 囲となる事
はんだん ほうこく ほうこく ぎ む はん い じ

故 は 、 虐 待 の お そ れ ま た は 可 能 性 の あ る 事 象 を 広 く 含 む も の と す べ き で あ
こ ぎやく たい か のう せい じ しよう ひろ ふく

る。

また 、事 故 報 告 書 記 載 にあ た って は ､ 関 与 者 ､ 目 撃 者 ､被 虐 待 者 及 びその家
じ こ ほう こく しよ き さい かん よ しや もく げき しや ひ ぎやく たい しや およ か

族 等 ､ 関 係 者 の言い 分 が食い 違 う場 合 に ､全 ての言い 分 を 併 記しなければなら
ぞくとう かんけいしや い ぶん く ちが ば あい すべ い ぶん へい き

ないものとすべきである｡

事故 報 告 については、既 存 立 法 に規 定 がある場 合 には 当 該 監 督 機 関 に 対 し、
じ こ ほうこく き そんりつぽう き てい ば あい とうがいかんとく き かん たい

規 定 が な い 場 合 に は 虐 待 救 済 セ ン タ ー に 対 し て 行 う べ き で あ り 、 既 存 の
き てい ば あい ぎやく たい きゆう さい たい おこな き そん

監 督 機 関 に 対 する 報 告 がなさ れた場 合 には、 同 機 関 から 虐 待 救 済 センタ
かん とく き かん たい ほう こく ば あい どう き かん ぎやく たい きゆう さい

ーへの 報 告 がなされるよう規 定 を置く 必 要 がある。
ほうこく き てい お ひつよう

さらに、施 設 、学 校 、企 業 、医 療 機 関 、刑 務 所 などの機 関 は、いずれも 虐 待
し せつ がつこう き ぎよう い りよう き かん けい む しよ き かん ぎやくたい

が 行 われる場 面 が 密 室 であり 多 くの場 合 目 撃 者 が 存 在 しないこと、 内 部の
おこな ば めん みつしつ おお ば あい もく げきしや そん ざい ない ぶ

権 力 関 係 から 被 虐 待 者 が 長 期 間 被 害 を 訴 え出ないこと が 少 なくないこ
けん りよく かん けい ひ ぎやく たい しや ちよう き かん ひ がい うつた で すく

とから、後になって被 虐 待 者 が被 害 を 訴 え出たとしても、その 立 証 が 困 難
ご ひ ぎやくたいしや ひ がい うつた で りつしよう こんなん

な 場 合 が 多 い 。 し た が っ て 、 そ れ ぞ れ の 場 の 設 置 者 に は 、 各 場 面 に 応 じ た 記
ば あい おお ば せつ ち しや かく ば めん おう き

録 保 存 義務を課す 必 要 がある。
ろく ほ ぞん ぎ む か ひつよう

そして、 各 設 置 者 が 上 記 報 告 義務や記 録 保 存 義務に違 反 した場 合 、 訴 え出
かくせつ ち しや じよう き ほうこく ぎ む き ろく ほ ぞん ぎ む い はん ば あい うつた で

た 虐 待 の事 実 の 存 在 が 推 定 されるための規 定 も 必 要 である。
ぎやくたい じ じつ そんざい すいてい き てい ひつよう

（５）保護、是 正 措置
ほ ご ぜ せい そ ち

家 庭 ､施 設 ､ 社 員 寮 等 で 虐 待 を 受 け た 障 が い の あ る 人 に 対 し て は ､さ ら な
か てい し せつ しや いん りよう とう ぎやく たい う しよう ひと たい

る 虐 待 か ら の 保 護 と 被 害 回 復 の た め に ､避 難 と 保 護 ､ま た 新 た な 生 活 の 場 の
ぎやく たい ほ ご ひ がい かい ふく ひ なん ほ ご あら せい かつ ば

提 供 が 必 要 となる｡
ていきよう ひつよう

そ こ で 、 虐 待 の 通 報 等 を 受 け た 虐 待 防 止 セ ン タ ー は 、 市 町 村 等 と 連 携
ぎやく たい つう ほう とう う ぎやく たい ぼう し し ちよう そん とう れん けい

して、被 虐 待 者 を 一 時 的 に保護するために 短 期 入 所 等 の 障 がい 福 祉サー
ひ ぎやく たい しや いち じ てき ほ ご たん き にゆうしよとう しよう ふく し

ビス を 提 供 し 、 後 見 開 始の市 町 村 申 立てを 行 うなど 必 要 な措置を 講 じ
てい きよう こう けん かい し し ちよう そん もうし た おこな ひつ よう そ ち こう

なければならない。この場 合 、当 然 ながら被 虐 待 者 本 人 の意思を踏まえた 上
ば あい とうぜん ひ ぎやくたいしやほんにん い し ふ じよう

での事 案 に 応 じた 対 応 が 必 要 である。市 町 村 等 は、被 虐 待 者 を 一 時 的 に
じ あん おう たいおう ひつよう し ちよう そん とう ひ ぎやく たい しや いち じ てき

保護するために 必 要 な 居 室 を 確 保するための措置を 講 ずる 必 要 がある。
ほ ご ひつよう きよしつ かく ほ そ ち こう ひつよう

また 、 虐 待 者 から の 分 離 や保 護を 十 分 に 図 るた めには、ア メリカの 各 州
ぎやく たい しや ぶん り ほ ご じゆう ぶん はか かく しゆう

で 実 施されている保護 命 令 制 度を我が 国 でも 導 入 し ､被 虐 待 者 本 人 の意思
じつ し ほ ご めいれいせい ど わ くに どうにゆう ひ ぎやくたいしやほんにん い し

を 確 認 しながら、 裁 判 所 の 命 令 により ､①被 虐 待 者 を保護し ､安 全 な場 所 に
かくにん さいばんしよ めいれい ひ ぎやくたいしや ほ ご あんぜん ば しよ

避 難 さ せ る こ と ､② 警 察 や 公 的 機 関 を 動 員 した 安 全 確 保 措置 が受 け られ るこ
ひ なん けい さつ こう てき き かん どう いん あん ぜん かく ほ そ ち う

と が 保 障 さ れ な け れ ば な ら な い ｡保 護 命 令 の 申 立 権 者 は ､ 本 人 ､ 親 族 ､市 区
ほ しよう ほ ご めい れい もうし たて けん しや ほん にん しん ぞく し く



町 村 長 ､ 検 察 官 に 加 え て ､ 虐 待 救 済 セ ン タ ー を 含 め ､で き る だ け 広 く 規
ちよう そん ちよう けん さつ かん くわ ぎやく たい きゆう さい ふく ひろ き

定 されなければならない｡
てい

また、保護を 確 実 なものとするために ､ 障 がいのある 人 の避 難 する 緊 急 避 難
ほ ご かくじつ しよう ひと ひ なん きんきゆう ひ なん

所 （シェルター）となるべき施 設 やグループホームの 増 設 ､既 存 の施 設 ･グルー
しよ し せつ ぞうせつ き そん し せつ

プホーム 等 の 積 極 的 な 活 用 が 必 要 である｡
とう せつきよくてき かつよう ひつよう

早 期 発 見 ・ 通 報 により、 虐 待 行 為への 早 期 介 入 、被 虐 待 者 への 早 期 対
そう き はつけん つうほう ぎやくたいこう い そう き かいにゆう ひ ぎやくたいしや そう き たい

応 が 重 要 であることは 当 然 であるが、他 方 で、 虐 待 者 に 対 してどのような
おう じゆうよう とうぜん た ほう ぎやくたいしや たい

対 応 をすべきかについては 慎 重 に 検 討 する 必 要 がある。
たいおう しんちよう けんとう ひつよう

虐 待 事 例 の 中 には、 障 がいをもつ子の 監 護・ 養 育 に 疲 れ、無理 心 中 を 図
ぎやくたい じ れい なか しよう こ かん ご よういく つか む り しんちゆう はか

る 親 、 他 の支 援 の 協 力 が得られず孤 立 した 養 護 者 、 障 がい 特 性 を理 解 で
おや ほか し えん きようりよく え こ りつ よう ご しや しよう とくせい り かい

きず誤 解 の 中 でいらだちを 覚 える 養 護 者 、 経 済 破 綻 の 中 で 精 神 的 余 裕 を 失
ご かい なか おぼ よう ご しや けいざい は たん なか せいしんてき よ ゆう うしな

った 養 護 者 、自 身 も 障 がいをもつ 養 護 者 など、 虐 待 者 側 の 抱 える事 情 が
よう ご しや じ しん しよう よう ご しや ぎやくたいしやがわ かか じ じよう

虐 待 という 行 為に 結 びついている事 例 も 多 い。 虐 待 現 場としては、家 庭 の
ぎやくたい こう い むす じ れい おお ぎやくたいげん ば か てい

ほか、施 設 、 学 校 等 、閉ざされた 空 間 の 中 で、支 援 する 者 とされる 者 の 間 の
し せつ がつこうとう と くうかん なか し えん しや しや かん

格 差 及 び 障 が いに 対 す る無理 解 からの 思 い込み、さらには 、支 援 者 の 活 動
かく さ およ しよう たい む り かい おも こ し えん しや かつ どう

に 対 す る 社 会 の 無 関 心 の 中 で 支 援 者 が 孤 立 す る な ど の 事 情 が 影 響 し て 、
たい しや かい む かん しん なか し えん しや こ りつ じ じよう えい きよう

支 援 者 が 虐 待 行 為 に 出て 、あ るい は ささ いな 嫌 がら せか ら 歯止 めがなくエス
し えん しや ぎやく たい こう い で いや は ど

カレートしていくことがある。これらの事 例 の 中 には、 自 らが 同 様 の 状 況
じ れい なか みずか どうよう じようきよう

に置かれたら、 同 様 の 行 為に出ることを 十 分 予 測 しうるような 人 間 の 弱 さに
お どうよう こう い で じゆうぶん よ そく にんげん よわ

根ざすものといえる（これに 対 する手 当 は下記（９）で述べる）。
ね たい て あて か き の

もっ とも、 虐 待 の場 面 や被 害 の 深 刻 さによっ ては、 虐 待 者 に 対 して 適 正
ぎやく たい ば めん ひ がい しん こく ぎやく たい しや たい てき せい

な 制 裁 ないし措置が科されなければならないことはいうまでもない｡これにより、
せいさい そ ち か

当 該 虐 待 者 による被 害 の 進 行 及 び 再 発 を 防 止する 特 別 予 防 の 効 果に 加 え
とうがいぎやくたいしや ひ がい しんこうおよ さいはつ ぼう し とくべつ よ ぼう こう か くわ

て ､ 社 会 に 虐 待 は 許 されないことであるという 認 識 を 周 知する 一 般 予 防 の
しや かい ぎやく たい ゆる にん しき しゆう ち いつ ぱん よ ぼう

効 果も期 待 できる ｡さらに ､ 虐 待 により 精 神 的 な被 害 を受けた 障 がいのある
こう か き たい ぎやくたい せい しん てき ひ がい う しよう

人 が被 害 回 復 を 図 る 上 でも 重 要 なことである｡
ひと ひ がいかいふく はか じよう じゆうよう

この 点 、 虐 待 者 を 雇 う施 設 ､企 業 ､学 校 ､ 病 院 などの 設 置 者 ないし 雇 い 主
てん ぎやくたいしや やと し せつ き ぎよう がつこう びよういん せつ ち しや やと ぬし

は ､ 懲 戒 処 分 等 により 虐 待 者 を 適 正 に 処 分 すべきであり、そのための規 定
ちようかいしよぶんとう ぎやくたいしや てきせい しよぶん き てい

を置くなど 必 要 な措置を 講 じなければならない ｡ また、 国 及 び地 方 自治 体 は、
お ひつよう そ ち こう ぐにおよ ち ほう じ ち たい

各 障 害 者 福 祉 法 、医 療 法 、 学 校 教 育 法 、 各 種 業 法 等 に 定 める 監 督
かく しよう がい しや ふく し ほう い りよう ほう がつ こう きよう いく ほう かく しゆ ぎよう ほう とう さだ かん とく

権 限 を 強 化 し 、 虐 待 の 主 体 た る 法 人 に 対 す る 許 認 可 取 消 し ､ 公 表 等 の
けん げん きよう か ぎやく たい しゆ たい ほう じん たい きよ にん か とり け こう ひよう とう

ペナルティを課すことが 必 要 である。
か ひつよう

さらに、 虐 待 の 主 体 の 国 家資 格（ 教 員 免 許 ､医師 免 許 等 ）の 停 止や 剥 奪 、
ぎやくたい しゆたい こつ か し かく きよういんめんきよ い し めんきよとう てい し はくだつ

事 業 主 に 対 する 助 成 の 打 切り 等 のペナルティを課すことも 有 益 である。
じ ぎようぬし たい じよせい うち き とう か ゆうえき

許 認 可 取 消しや 国 家資 格 の 停 止・ 剥 奪 、 助 成 の 打 切りについては、 根 拠 法
きよにん か とり け こつ か し かく てい し はくだつ じよせい うち き こんきよほう

との 関 係 が 問 題 になるため、 根 拠 法 の 改 正 で 足りるかという 点 も 含 め 本 法
かん けい もん だい こん きよ ほう かい せい た てん ふく ほん ぽう

との 整 合 性 について 慎 重 な 検 討 が 必 要 である。
せいごうせい しんちよう けんとう ひつよう



なお、これらの 制 裁 ないし措置がなされる場 合 であっても、事 案 に 応 じた 適 正
せいさい そ ち ば あい じ あん おう てきせい

な 内 容 及 び手 続 が 要 請 されるのは 当 然 であり、 制 裁 的 側 面 だけが 強 調
ないよう およ て つづき よう せい とうぜん せいさいてきそくめん きようちよう

さ れ 安 易 な 権 力 の 介 入 が な さ れ な い よ う 留 意 し た 上 で の 運 用 が 必 要 で
あん い けん りよく かい にゆう りゆう い じよう うん よう ひつ よう

ある。

（６）被 害 回 復 ・治 療
ひ がいかいふく ち りよう

国 及 び地 方 自治 体 は ､ 虐 待 を受けた 障 がいのある 人 の被 害 回 復 のために 有
ぐにおよ ち ほう じ ち たい ぎやくたい う しよう ひと ひ がいかいふく ゆう

効 な 対 策 を 講 じる 必 要 がある。
こう たいさく こう ひつよう

精 神 的 ･ 心 理 的 な被 害 回 復 のため ､ 専 門 の医師やカウンセラーを 養 成 し ､ 虐
せい しん てき しん り てき ひ がい かい ふく せん もん い し よう せい ぎやく

待 救 済 センターに 設 置し ､ 虐 待 の起きた施 設 ､ 学 校 ､企 業 等 の 現 場に派 遣
たいきゆうさい せつ ち ぎやくたい お し せつ がつ こう き ぎよう とう げん ば は けん

するなどして､被 害 回 復 支 援 を 行 わなければならない｡
ひ がいかいふく し えん おこな

虐 待 の起きる場 面 ごとに ､ 設 置 者 は ､ 転 学 ･ 休 学 や 配 転 ･ 休 職 など ､被 害
ぎやく たい お ば めん せつ ち しや てん がく きゆう がく はい てん きゆう しよく ひ がい

回 復 のために 必 要 な措置をとらなければならず ､また、 監 督 官 庁 等 はこうし
かい ふく ひつ よう そ ち かん とく かん ちよう とう

た措置を 促 す指 導 を 行 うべきである｡
そ ち うなが し どう おこな

学 校 ､ 病 院 ､市区 町 村 ､福 祉事務 所 等 の 関 係 各 機 関 は ､ネットワーク 構 築 に
がつこう びよういん し く ちようそん ふく し じ む しよとう かんけいかく き かん こうちく

より 有 機 的 に 連 携 しながら､被 虐 待 者 の 回 復 を支 援 しなければならない｡
ゆう き てき れんけい ひ ぎやくたいしや かいふく し えん

また、被 虐 待 者 が ､家 庭 や地 域 で 再 統 合 を遂げ ､自 立 生 活 を 送 ることができ
ひ ぎやくたいしや か てい ち いき さい とう ごう と じ りつせいかつ おく

るよう､関 係 各 機 関 は 連 携 して取り組まなければならない｡
かんけいかく き かん れんけい と く

（７） 調 査 研 究 ・ネットワークの 構 築
ちよう さ けんきゆう こうちく

高 齢 者 虐 待 防 止 法 は 、 国 に 対 し 、 高 齢 者 虐 待 事 例 の 分 析 を 行 う と と
こう れい しや ぎやく たい ぼう し ほう ぐに たい こう れい しや ぎやく たい じ れい ぶん せき おこな

もに、高 齢 者 虐 待 の 防 止、被 虐 待 者 の保護 及 び 養 護 者 の支 援 に資する事 項
こうれいしやぎやくたい ぼう し ひ ぎやくたいしや ほ ご およ よう ご しや し えん し じ こう

について 調 査 及 び 研 究 を 行 うよう規 定 している（ 同 法 ２７ 条 ）。
ちよう さ およ けんきゆう おこな き てい どうほう じよう

これまで 十 分 な事 例 集 積と 分 析 が 行 われてこなかった 障 がいのある 人 に
じゆうぶん じ れいしゆう ぶんせき おこな しよう ひと

対 す る 虐 待 事 例 にお いても、 同 様 の 調 査 研 究 が 行 われ、 今 後の 虐 待
たい ぎやく たい じ れい どう よう ちよう さ けん きゆう おこな こん ご ぎやく たい

防 止 等 に 活 用 していくことは不可 欠 であり、 障 がいのある 人 に 対 する 虐 待
ぼう し とう かつよう ふ か けつ しよう ひと たい ぎやくたい

を 防 止する 法 律 についても 同 様 の規 定 が 必 要 である。
ぼう し ほうりつ どうよう き てい ひつよう

高 齢 者 虐 待 防 止 法 はまた、市 町 村 に 対 し、 高 齢 者 虐 待 防 止、保護、 養
こうれいしやぎやくたいぼう し ほう し ちようそん たい こうれいしやぎやくたいぼう し ほ ご よう

護 者 支 援 を 適 切 に 実 施するため、 関 係 機 関 や 民 間 団 体 等 との 連 携 協 力
ご しや し えん てき せつ じつ し かん けい き かん みん かん だん たい とう れん けい きよう りよく

体 制 を 整 備しなければならないとし、この場 合 において、 虐 待 事 例 にいつで
たい せい せい び ば あい ぎやく たい じ れい

も 迅 速 に 対 応 す る こ と が で き る よ う 特 に 配 慮 し な け れ ば な ら な い と 規 定 し て
じん そく たい おう とく はい りよ き てい

いる（ 同 法 １６ 条 ）。
どうほう じよう

障 がいのある 人 に 対 する 虐 待 事 例 についても、同 様 の視 点 から、 虐 待 防 止
しよう ひと たい ぎやくたい じ れい どうよう し てん ぎやくたいぼう し

セ ン タ ー を 中 心 と し て 、 行 政 機 関 、 福 祉 事 務 所 、 社 会 福 祉 協 議 会 、 地
ちゆう しん ぎよう せい き かん ふく し じ む しよ しや かい ふく し きよう ぎ かい ち

域 包 括 支 援 センター、 発 達 障 害 者 支 援 センター、 民 生 委 員 及 び 人 権 擁 護
いきほうかつ し えん はつたつしようがいしや し えん みんせい い いんおよ じんけんよう ご

委 員 な ど の 関 係 機 関 や 民 間 団 体 等 と の 連 携 が 必 要 で あ る こ と は 当 然 で あ
い いん かん けい き かん みん かん だん たい とう れん けい ひつ よう とう ぜん

り、さらに、 前 記のとおり 虐 待 が起こる場 面 が 生 活 上 の多 分 野に 及 ぶこと
ぜん き ぎやくたい お ば めん せい かつ じよう た ぶん や およ

から、 労 基 署 や 職 安 、 教 育 委 員 会 、 医 療 機 関 等 、 連 携 が 必 要 とされる
ろう き しよ しよく あん きよう いく い いん かい い りよう き かん とう れん けい ひつ よう

ネットワークの 範 囲はより 広 範 に 及 ぶものというべきである。
はん い こうはん およ



したがって、 上 記 観 点 を踏まえた 充 実 したネットワークの 構 築 を 目 的 とし
じよう き かん てん ふ じゆう じつ こう ちく もく てき

た規 定 を盛り込む 必 要 がある。
き てい も こ ひつよう

（８） 虐 待 の予 防
ぎやくたい よ ぼう

虐 待 の予 防 措置として、 高 齢 者 虐 待 防 止 法 においては、①市 町 村 による
ぎやくたい よ ぼう そ ち こうれいしやぎやくたいぼう し ほう し ちようそん

相 談 ・指 導 ・ 助 言（ 同 法 ６ 条 ）、②市 町 村 による 養 護 者 の支 援（１４ 条 ）、
そうだん し どう じよげん どうほう じよう し ちようそん よう ご しや し えん じよう

③養 介 護施 設 等 における苦 情 処 理 体 制 その他 虐 待 防 止のための措置（２０
かい ご し せつとう く じようしよ り たいせい た ぎやくたいぼう し そ ち

条 ）、④ 財 産 上 の不 当 取 引 による被 害 の 防 止 等 （２７ 条 ）、⑤ 成 年 後 見
じよう ざいさんじよう ふ とうとりひき ひ がい ぼう し とう じよう せいねんこうけん

制 度の利 用 促 進（２８ 条 ）等 が規 定 されているところ、 障 がいのある 人 に 対
せい ど り ようそくしん じよう とう き てい しよう ひと たい

す る 虐 待 事 案 に お い て は 、 現 行 法 上 こ れ に 対 応 す る 規 定 は 存 在 し な い た
ぎやく たい じ あん げん こう ほう じよう たい おう き てい そん ざい

め、 少 なくとも 同 様 の規 制 が 必 要 である。
すく どうよう き せい ひつよう

また、 高 齢 者 虐 待 防 止 法 ３ 条 が規 定 するように、 障 がいのある 人 に 対 す
こうれいしやぎやくたいぼう し ほう じよう き てい しよう ひと たい

る 虐 待 を 防 止する 法 律 においても、施 設 、雇 用 主 、 学 校 管 理 職 ・ 教 職
ぎやくたい ぼう し ほうりつ し せつ こ ようぬし がつこうかん り しよく きようしよく

員 、医 療 関 係 者 、刑 務 職 員 に 対 し、それぞれの場 面 において、 虐 待 に 対
いん い りようかんけいしや けいつとむしよくいん たい ば めん ぎやくたい たい

する意 識 改 革 や 虐 待 防 止のための指 導 ・ 研 修 を 行 い、 虐 待 が 発 生 した
い しきかいかく ぎやくたいぼう し し どう けんしゆう おこな ぎやくたい はつせい

場 合 の 対 応 に つ い て 教 育 す る 制 度 的 枠 組 み が 必 要 で あ る 。 そ の た め に は 、
ば あい たい おう きよう いく せい ど てき わく ぐ ひつ よう

国 及 び地 方 自治 体 が 関 係 機 関 の 職 員 研 修 や 広 報 その他の 啓 発 活 動 を 積
ぐにおよ ち ほう じ ち たい かんけい き かん しよくいんけんしゆう こう ほう た けいはつかつどう せつ

極 的 に 行 うことを規 定 するとともに（たとえば、 障 がいのある 人 を雇 用 す
きよくてき おこな き てい しよう ひと こ よう

る企 業 に 助 成 するときは 虐 待 についての 研 修 を義務づけるなど）、 各 場 面
き ぎよう じよせい ぎやくたい けんしゆう ぎ む かく ば めん

の 設 定 者 に 対 し指 導 ・ 研 修 を義務づけなければならない。
せつていしや たい し どう けんしゆう ぎ む

さらに、 障 がいのある 人 自 身 に 対 しても、 虐 待 から身を 守 り、適 切 な支 援 者
しよう ひと じ しん たい ぎやくたい み まも てきせつ し えんしや

･機 関 に被 害 を 訴 える 力 を 備 えさせるべく、 十 分 な 教 育 の機 会 が 与 えら
き かん ひ がい うつた りよく そな じゆうぶん きよういく き かい あた

れなければならず、そのために 国 及 び地 方 自治 体 は 必 要 な措置を 講 じなければ
ぐにおよ ち ほう じ ち たい ひつよう そ ち こう

ならない。

（８）家 庭 内 介 助 者 に 対 する支 援
か ていないかいじよしや たい し えん

障 がいのある 人 に 対 する 虐 待 事 案 においては、前 記のとおり、家 庭 では、主
しよう ひと たい ぎやくたい じ あん ぜん き か てい しゆ

たる 介 助 を 担 当 する家 族 の 側 が、 養 育 ・ 日 常 生 活 支 援 ・ 社 会 生 活 におい
かいじよ たんとう か ぞく がわ よういく にち じようせいかつ し えん しやかいせいかつ

て 本 人 が受けるストレスへのフォローなどに 疲 れていることが 往 々 にしてある。
ほんにん う つか おうおう

そのように 疲 れきった場 面 でも、 介 助 者 はその場から逃げるわけにはいかず、
つか ば めん かい じよ しや ば に

手 伝 っ て く れ る 者 も い な け れ ば 相 談 に 乗 っ て く れ る 者 も い な い 。 介 助 者 は こ
て つだ しや そう だん の しや かい じよ しや

の よ う な 孤 立 し 閉 ざ さ れ た 環 境 に 置 か れ 、 そ の こ と が 原 因 と な っ て 虐 待 を
こ りつ と かん きよう お げん いん ぎやく たい

生 じさせていることが 少 なくない。これらの事 案 においては、 虐 待 者 を 虐
しよう すく じ あん ぎやくたいしや ぎやく

待 の加 害 者 として位置づけ 法 施 策 の 客 体 とすることは妥 当 ではなく、かえっ
たい か がい しや い ち ほう し さく きやくたい だ とう

て、 介 助 者 （ 虐 待 者 ） 側 に 対 しても 適 切 な 介 入 ・支 援 を 行 い、 十 分
かい じよ しや ぎやく たい しや がわ たい てき せつ かい にゆう し えん おこな じゆう ぶん

な 環 境 調 整 を 行 うことができれば、その後の 虐 待 を 防 止することが 十
かん きよう ちよう せい おこな ご ぎやくたい ぼう し じゆう

分 期 待 できる。
ぶん き たい

こ の 点 、 高 齢 者 虐 待 防 止 法 は 、 高 齢 者 を 現 に 養 護 す る 者 で あ っ て 養 介 護
てん こう れい しや ぎやく たい ぼう し ほう こう れい しや げん よう ご しや かい ご

施 設 従 事 者 等 以 外 のものを「 養 護 者 」と位置づけ（ 同 法 ２ 条 ）、「市 町 村
し せつじゆう じ しやとう い がい よう ご しや い ち どうほう じよう し ちようそん



は 、 養 護 者 に よ る 高 齢 者 虐 待 の 防 止 及 び 養 護 者 に よ る 高 齢 者 虐 待 を 受
よう ご しや こう れい しや ぎやく たい ぼう し およ よう ご しや こう れい しや ぎやく たい う

けた 高 齢 者 の保護のため、高 齢 者 及 び 養 護 者 に 対 して、相 談 、指 導 及 び 助 言
こうれいしや ほ ご こうれいしやおよ よう ご しや たい そうだん し どうおよ じよげん

を 行 うものとする。」（６ 条 ）と規 定 し、さらに「市 町 村 は、第 ６ 条 に規 定
おこな じよう き てい し ちようそん だい じよう き てい

するもののほか、 養 護 者 の負 担 の 軽 減 のため、 養 護 者 に 対 する 相 談 、指 導 及
よう ご しや ふ たん けいげん よう ご しや たい そうだん し どうおよ

び 助 言 その他 必 要 な措置を 講 ずるものとする。」（１４ 条 １ 項 ）、「市 町 村 は、
じよげん た ひつよう そ ち こう じよう こう し ちようそん

前 項 の措置として、 養 護 者 の 心 身 の 状 態 に照らしその 養 護の負 担 の 軽 減 を
ぜんこう そ ち よう ご しや しん しん じようたい て よう ご ふ たん けいげん

図 るため 緊 急 の 必 要 があると 認 める場 合 に 高 齢 者 が 短 期 間 養 護を受けるた
はか きんきゆう ひつよう みと ば あい こうれいしや たん き かんよう ご う

め に 必 要 と な る 居 室 を 確 保 す る た め の 措 置 を 講 ず る も の と す る 。」（ 同 条 ２
ひつ よう きよ しつ かく ほ そ ち こう どう じよう

項 ）などの 養 護 者 支 援 のための規 定 をおいている。
こう よう ご しや し えん き てい

したがって、 障 がいのある 人 に 対 する 虐 待 防 止 法 においても、家 庭 内 の 主
しよう ひと たい ぎやくたいぼう し ほう か ていない しゆ

たる 介 護 者 が 虐 待 行 為に 及 んだとしても 一 方 的 に加 害 者 と 位置づけること
かい ご しや ぎやく たい こう い およ いつ ぽう てき か がい しや い ち

なく、 高 齢 者 虐 待 防 止 法 が規 定 するように、家 庭 内 の 介 助 者 の置かれてい
こうれいしやぎやくたいぼう し ほう き てい か ていない かいじよしや お

る 状 況 を受け止め、これを支 援 のための施 策 として、 国 や地 方 自治 体 に 対
じよう きよう う と し えん し さく ぐに ち ほう じ ち たい たい

し、 相 談 、 指 導 及 び 助 言 その他の 必 要 な 措置を 講 ずることを 義務づけるとと
そう だん し どう およ じよ げん た ひつ よう そ ち こう ぎ む

もに、家 庭 内 介 助 者 の支 援 プログラムの 策 定 義務を 明 定 すべきである。
か ていないかいじよしや し えん さくてい ぎ む めいさだ

第 ３ 結 論
だい けつろん

よって、意 見 の 趣 旨記 載 のとおり、上 記規 定 を 含 んだ 内 容 の 障 がいのある 人
い けん しゆ し き さい じよう き き てい ふく ないよう しよう ひと

に 対 する 虐 待 を 防 止する 法 律 の 制 定 が 必 要 である。
たい ぎやくたい ぼう し ほうりつ せいてい ひつよう

以 上 __
い じよう


